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思い出を胸に思い出を胸に

それぞれの進む道へそれぞれの進む道へ

3 月 11 日に、市内中学校の卒業式が行われました。
コロナ禍での学校生活を振り返りながら、236 人の
卒業生が、未来への新たな一歩を踏み出しました。
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k a z u n o  n e w s

　

2
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
の
４

日
間
、
花
輪
ス
キ
ー
場
で
第
96
回

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
イ
ン
カ
レ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
感
染
対
策
を
講
じ
た

う
え
で
有
観
客
で
の
開
催
と
な
り
、

会
場
に
は
選
手
の
戦
い
を
見
守
る

多
く
の
観
客
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
花
輪
高
校
卒
業
の

本
田
千
佳
選
手
（
早
稲
田
大
学
）

が
5
キ
ロ
フ
リ
ー
で
優
勝
、
15
キ

ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
準
優
勝
、
木
村

悠
希
選
手
（
弘
前
大
学
）
が
10
キ

ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
3
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
で
は
本
田

千
佳
選
手
が
ア
ン
カ
ー
を
務
め
た

早
稲
田
大
学
が
優
勝
し
、
男
子
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
で
は
木

村
悠
希
選
手
が
2
走
目
を
務
め
た

弘
前
大
学
が
優
勝
し
た
ほ
か
、
ア

ル
ペ
ン
競
技
や
ジ
ャ
ン
プ
競
技
、

複
合
競
技
で
も
入
賞
者
が
出
る
な

ど
、
本
市
出
身
選
手
が
お
お
い
に

活
躍
し
ま
し
た
。

　

2
月
21
日
に
、
大
湯
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
館
で
観
覧
券
の
新
デ
ザ

イ
ン
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー

ク
ル
館
の
開
館
20
周
年
を
記
念
し

た
企
画
の
一
つ
で
、
デ
ザ
イ
ン
し

た
の
は
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
で
、

秋
田
公
立
美
術
大
学
大
学
院
生

の
呉ご

芸げ
い

舟し
ゅ
うさ

ん
で
す
。
呉
さ
ん
は
、

留
学
当
初
か
ら
縄
文
遺
跡
や
土
器

に
興
味
が
あ
り
、
今
回
は
大
学
の

実
習
の
一
つ
と
し
て
館
と
協
働
で

行
い
ま
し
た
。

　

大
人
券
は
、
網
点
で
石
を
、
三

角
形
で
組
石
を
表
現
し
、
２
つ
の

環
状
列
石
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
券

は
、大
湯
環
状
列
石
が
祭
祀
を
行
っ

て
い
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

マ
ツ
リ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。呉
さ
ん
は「
ま

た
来
た
く
な
る
よ
う
な
、
楽
し
い

雰
囲
気
の
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

観
覧
券
デ
ザ
イ
ン
一
新

　
2
月
26
日
に
、
文
化
の
杜
交
流

館
コ
モ
ッ
セ
で
、「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

風
舞
台
劇
～
ビ
バ
・
縄
文
～
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

に
、
文
化
ホ
ー
ル
で
の
発
表
を
通

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で

の
交
流
と
芸
術
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
に
仕
立
て

ら
れ
た
舞
台
で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー

が
進
む
中
、
参
加
者
が
ダ
ン
ス
や

民
謡
、
ピ
ア
ノ
演
奏
の
ほ
か
、
盆

踊
り
や
バ
レ
エ
な
ど
を
次
々
と
披

露
し
て
い
き
、
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。

演
奏
や
演
技
を
融
合

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
舞
台
劇

～
ビ
バ
・
縄
文
～

第
96
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
開
催

　
3
月
16
日
に
花
輪
高
校
ス
キ
ー

部
が
、
市
役
所
を
訪
れ
、
全
国
大

会
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
花
輪
高
校
の
ス
キ
ー
部
は
、
山

形
県
で
行
わ
れ
た
第
72
回
全
国
高

等
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
、
女
子
総

合
優
勝
、
個
人
選
手
が
優
勝
、
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
女
子
主
将
の
畠
山
香
恋
さ
ん
が

ス
キ
ー
部
を
代
表
し
、「
鹿
角
の

皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
の
お
か
げ

で
、
レ
ー
ス
で
結
果
が
出
せ
ま
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
畠
山
さ
ん
は
、
女
子
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
で
優

勝
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ

リ
ー
競
技
で
準
優
勝
と
輝
か
し
い

成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

関
市
長
は
、「
全
国
大
会
の
優

勝
は
素
晴
ら
し
い
。
ス
キ
ー
の
ま

ち
鹿
角
に
ふ
さ
わ
し
い
成
績
を
収

め
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」

と
選
手
の
栄
光
を
た
た
え
ま
し
た
。

外
岡 

ユ
キ
さ
ん

百
歳
長
寿
を
祝
う

　
３
月
10
日
に
、
外
岡
ユ
キ
さ
ん

（
大
正
12
年
・
花
輪
生
ま
れ
）
が

満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
市
か
ら
顕
彰
状
と
祝
い
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
外
岡
さ
ん
は
、
現
在
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
生
活
し
て

い
ま
す
。
自
宅
で
は
ベ
ッ
ド
の
上

に
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
計

算
が
速
く
、
穏
や
か
で
い
つ
も
に

こ
に
こ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
好
き
な
食
べ
物
は
肉
と
お
菓
子

で
、
好
き
な
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
を

見
た
り
本
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と

で
す
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
「
の
ん
び
り
し

て
い
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

地
域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

S

シ
ュ
ウ
ホ
ク

huhoku O

オ
レ
ン
ジ

range P

パ
ス

ass

　

3
月
10
日
に
文
化
の
杜
交
流

館
コ
モ
ッ
セ
で
、
地
域
連
携IC

カ
ー
ド
「Shuhoku O

range 
Pass

」
の
運
用
拡
大
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
９
日
か
ら
、
市
内
の
路
線

バ
ス
や
た
ん
ぽ
こ
ま
ち
号
で
も
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
運
賃
の
支
払

い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
「S

ス
イ
カ

uica

」
も
同
様
に
利
用

で
き
る
ほ
か
、Suica

で
の
決
済

が
可
能
な
店
舗
で
は
、
電
子
マ

ネ
ー
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
秋
北
バ
ス
株
式
会
社
の
小
畑
保

彦
社
長
は
「
こ
れ
に
よ
っ
て
バ
ス

の
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

花
輪
高
校
女
子
ス
キ
ー
部

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
総
合
優
勝

まちの話題

　
3
月
11
日
に
、
市
内
各
中
学
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
２
３
６
人

が
新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　
十
和
田
中
学
校
で
は
卒
業
生
69

人
が
、
教
師
や
保
護
者
が
見
守
る

中
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
一
人

一
人
大
き
な
返
事
を
し
て
卒
業
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
在
校
生

代
表
の
田
村
心こ
こ
あ愛
さ
ん
が
「
先
輩

方
の
技
術
や
経
験
は
大
き
な
宝
物
。

少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
送
辞
を
読

み
、
答
辞
で
は
、
卒
業
生
代
表
の

阿
部
一
貴
さ
ん
が
、「
先
輩
と
し

て
、
皆
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　
式
の
後
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
分

か
れ
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
や
保
護
者

に
、
学
校
生
活
で
の
思
い
出
や
今

後
へ
の
意
気
込
み
、
感
謝
の
言
葉

な
ど
を
伝
え
た
り
、
花
束
を
渡
し

た
り
し
て
、
別
れ
を
惜
し
み
ま
し

た
。 思

い
出
を
胸
に

中
学
校
卒
業
式

　

3
月
21
日
に
、
十
和
田
大
湯
の

宮
野
平
地
区
で
オ
ジ
ナ
オ
バ
ナ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ジ
ナ
オ
バ
ナ
と
は
、
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
意
味
で
、

先
祖
の
霊
を
迎
え
慰
め
る
行
事
で

す
。

　
地
区
内
の
田
ん
ぼ
に
は
藁
小
屋

が
建
て
ら
れ
、
18
時
半
頃
に
な
る

と
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、
供
養
の
歌
を
練
習
し
て
い

ま
し
た
。

　

小
屋
に
火
が
付
け
ら
れ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
「
オ
ジ
ナ
オ
バ

ナ
。
明
か
り
の
宵よ

に
。
団
子
し
ょ

い
に
来
と
ら
い
。
来
と
ら
い
」
と

大
声
で
歌
い
ま
す
。集
ま
っ
た
人
々

は
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
に
耳
を
傾

け
、
高
く
燃
え
上
が
る
火
を
見
つ

め
な
が
ら
、先
祖
を
供
養
し
ま
し
た
。

宮
野
平
の
オ
ジ
ナ
オ
バ
ナ



　
元
気
で
健
や
か
な
暮
ら
し
　

　
を
支
え
る

■ 

健
康
意
識
の
高
揚
と

   

生
活
習
慣
病
予
防
の
推
進

　
市
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
改
革
と
動

機
づ
け
に
よ
り
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る

た
め
、
新
た
に
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

■ 

医
療
従
事
者
の
確
保
と

   

病
院
機
能
の
充
実

　
医
師
修
学
資
金
貸
与
制
度
や
医
療
機
関

開
設
資
金
支
援
事
業
を
継
続
し
、
将
来
、

本
市
で
医
療
に
従
事
す
る
人
材
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
か
づ
の
厚
生
病
院
の

産
科
医
療
に
必
要
な
機
器
整
備
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

■ 

母
子
保
健
の
充
実

　
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
の
一
貫

し
た
伴
走
型
の
相
談
支
援
と
と
も
に
、
出

産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
に
よ
る
経
済
的

支
援
を
一
体
的
に
行
い
、
支
援
体
制
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

■ 

出
会
い
応
援
と
結
婚
支
援

　
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
出
と
、

結
婚
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
29
歳
以
下
の
新
婚
世
帯

に
対
す
る
住
居
費
な
ど
の
補
助
上
限
額
を

60
万
円
ま
で
引
き
上
げ
る
経
済
的
な
支
援

を
行
い
、
結
婚
の
希
望
が
叶
う
よ
う
応
援

し
ま
す
。

■ 

福
祉
の
充
実

　
タ
ク
シ
ー
利
用
や
除
排
雪
費
用
の
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
策
定
す
る
地
域

福
祉
計
画
と
障
が
い
福
祉
計
画
の
策
定
過

程
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

課
題
と
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
の

助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
の
充
実
と
障
が
い

者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
快
適
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

　
暮
ら
し
を
守
る

■ 

水
道
水
の
安
定
供
給

　

浄
水
場
と
配
水
池
の
設
備
更
新
の
ほ

か
、
山
根
前
田
地
区
や
下
花
輪
地
区
な
ど

に
お
い
て
老
朽
管
更
新
工
事
を
実
施
し
、

将
来
に
向
け
て
浄
水
設
備
や
水
道
管
を
適

切
に
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

生
活
排
水
対
策

　
八
幡
平
小
豆
沢
地
区
の
農
業
集
落
排
水

施
設
を
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め
の

管か
ん
き
ょ渠

敷
設
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公

共
下
水
道
整
備
認
可
区
域
外
の
生
活
排
水

処
理
対
策
と
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
要
す
る
費
用
の
助
成
対
象
範
囲
を

拡
充
し
ま
す
。

■ 

安
全
・
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り

　
高
井
田
住
宅
の
外
壁
補
修
工
事
な
ど
の

長
寿
命
化
対
策
を
進
め
る
ほ
か
、
家
庭
で

の
脱
炭
素
化
に
資
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
新
た
に
断
熱
改
修
を
伴
う
リ
フ
ォ
ー

ム
を
支
援
し
ま
す
。

■ 

空
き
家
な
ど
の

   

適
正
管
理
の
推
進

　
空
き
家
所
有
者
に
対
す
る
適
正
管
理
指

導
や
危
険
老
朽
空
き
家
の
解
体
費
用
助
成

を
継
続
す
る
ほ
か
、
空
き
家
を
め
ぐ
る
諸

課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
空
き
家
実

態
調
査
を
実
施
し
、
空
き
家
件
数
や
老
朽

化
の
状
態
を
把
握
し
ま
す
。

■ 

公
共
交
通
手
段
の
維
持
確
保

　
「
鹿
角
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
の
構
築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
活

バ
ス
路
線
運
行
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を

　
高
め
る

■ 

防
災
・
減
災
に
向
け
た
対
策

　
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
育

成
と
組
織
力
強
化
へ
の
支
援
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
防
災
意
識
と
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
橋
の
点
検

や
補
修
な
ど
の
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対
策

の
ほ
か
、
河
川
整
備
事
業
や
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
な
ど
の
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
８
月
の
大
雨
に
よ
る
被
災

を
踏
ま
え
、
河
川
の
良
好
な
状
態
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
市
が
管
理
す
る
河
川
の

土
砂
の
堆
積
状
況
や
護
岸
の
整
備
状
況
な

ど
の
現
況
調
査
を
行
い
、
河
川
台
帳
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
台
風
な
ど
に
よ
る
倒
木

で
大
規
模
停
電
が
長
期
化
し
、
住
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
倒
木
に
よ
る
停
電
被
害
の
未
然

防
止
の
た
め
、「
災
害
時
の
協
力
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
き
、
東
北
電
力
株
式
会

社
と
連
携
し
、
樹
木
の
事
前
伐
採
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
公
約
で
あ

る
「
市
民
と
の
対
話
」
を
通
じ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
国
や
県
、
関
係
市
町
村
と
の
広

域
的
な
連
携
や
交
流
に
よ
り
、
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
種
を
撒
い
て
き
ま
し

た
。
市
民
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
育
み
な
が
ら
、
芽
吹
い
た
政
策
を
さ
ら

に
力
強
く
育
て
、
着
実
に
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
で
、
将
来
都
市
像
「
ふ
る
さ
と
を
誇

り 

未
来
を
拓
く
ま
ち 

鹿
角
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

　
活
力
を
生
む
地
域
産
業
・

　
生
業
を
支
え
る　

　
　■ 

地
域
産
業
の
振
興

　
市
内
事
業
者
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、

Ｄ
Ｘ
導
入
や
新
事
業
進
出
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
副
業

を
促
進
す
る
ほ
か
、
女
性
・
若
者
の
資
格

取
得
支
援
な
ど
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
と
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、

地
元
就
職
の
促
進
や
、
企
業
の
求
人
活
動

に
か
か
る
費
用
の
助
成
に
加
え
、新
た
に
、

大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ

に
か
か
る
宿
泊
・
旅
費
な
ど
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

■ 

農
林
業
の
振
興

　
農
業
者
の
高
齢
化
と
労
働
力
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
さ
ら
な

る
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
か
づ
の

と
連
携
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
活
用

に
よ
り
、
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
農
業
に
携

わ
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
経
営
基

盤
の
維
持
・
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

鹿
角
市
農
業
農
村
支
援
機
構
を
核
と
し
た

経
営
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
経
営
の
効
率
化
を

図
る
と
と
も
に
、
中
心
経
営
体
へ
農
地
を

集
積
・
集
約
化
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営

体
の
育
成
と
競
争
力
を
高
め
ま
す
。

　
林
業
に
お
い
て
は
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測

に
よ
る
森
林
資
源
解
析
な
ど
、
森
林
経
営

管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
森
林
経

営
管
理
制
度
を
効
果
的
に
運
用
し
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
間
の
連
携
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
事
業
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
協
業
化
を
促
進
し
、
市
有
林
認
証
材

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
す
。

■ 

農
林
業
の
担
い
手
育
成
と

   

定
着
支
援

　

農
業
法
人
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
、
新
規
就
農
者
研
修
支
援
事
業
奨
励
金

に
よ
り
、
新
規
就
農
と
早
期
の
経
営
確
立

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
新
規

就
農
者
の
定
着
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

地
元
林
業
事
業
体
へ
の
就
職
を
志
し
て
秋

田
県
林
業
大
学
校
に
入
学
す
る
学
生
を
対

象
に
、
受
講
料
全
額
と
研
修
時
の
家
賃
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
林
業
の
担
い
手
を
育

成
し
、
地
域
林
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
林
業
事
業
体
の
新
規

雇
用
や
、安
全
装
備
品
の
購
入
を
支
援
し
、

労
働
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■ 

農
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
毛
馬
内
北
部
地
区
に
お
け
る
基
盤
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
事
業
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

県
営
事
業
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
花

輪
大
堰
や
八
幡
平
の
一
の
渡
頭
首
工
の
ほ

か
、
令
和
５
年
度
に
事
業
採
択
が
予
定
さ

れ
て
い
る
末
広
頭
首
工
な
ど
の
整
備
に
つ

い
て
、
県
と
連
携
し
、
関
係
者
の
方
々
の

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　令和 5 年第２回市議会定例会で関
市長が発表した「施政方針」から、
本市が目指す方向性と今年度の取り
組みをお伝えします。

施政方針施政方針

基本戦略２

基本戦略３

基本戦略１
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ま
ち
に
人
・
モ
ノ
・
外
貨
　

　
を
呼
び
込
む

■ 

関
係
人
口
の
拡
大
と

   

移
住
定
住
の
促
進

　
「
若
者
世
代
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

鹿
角
家
Ｕ
ア
ン
ダ
ー

25
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化
に
加
え
、

ふ
る
さ
と
仕
送
り
便
の
対
象
者
を
市
外
在

住
者
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
登
録
者
の
増

加
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
Ｕ

タ
ー
ン
機
運
の
醸
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
併
せ
て
、
首
都
圏
で
の
移
住
フ
ェ
ア
や

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
ほ
か
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
を
対
象
と
し
た
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

開
催
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
情
報
発
信
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
事
業
所
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
子
育
て
や
仕
事
な
ど
、

安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る

ほ
か
、
新
た
に
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
若
年
層
や
子

育
て
世
帯
を
呼
び
込
み
、
移
住
者
の
さ
ら

な
る
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

■ 

交
流
人
口
の
拡
大

　
東
京
都
葛
飾
区
と
締
結
し
た
「
森
林
整

備
の
実
施
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

森
林
保
全
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
連
携

し
て
取
り
組
み
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
交
流

を
深
め
ま
す
。
ま
た
、
市
内
全
域
を
大
学

　
未
来
に
羽
ば
た
く

　
人
材
を
育
て
る

■ 

学
校
教
育
の
充
実　

　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
推
進

す
る
た
め
、
教
職
員
研
修
の
充
実
を
図
る

ほ
か
、学
級
集
団
の
状
況
調
査
を
実
施
し
、

各
種
学
力
検
査
の
結
果
と
と
も
に
分
析
を

行
い
、よ
り
よ
い
学
級
経
営
や
授
業
改
善
、

児
童
生
徒
の
個
別
支
援
と
学
力
向
上
に
役

立
て
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
に
触
れ
る
体

験
活
動
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

も
ち
、
地
域
の
よ
さ
を
積
極
的
に
発
信
し

よ
う
と
す
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
元
企
業
で
の
職
場
体
験

や
、
特
色
あ
る
地
域
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
を
推
進
し
、
将
来
の
夢
と
望

ま
し
い
職
業
観
を
育
み
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
か
づ
の
絆
プ
ラ
ン
事
業
」
で

は
、
体
験
活
動
や
学
校
間
で
の
連
携
を
通
し

て
、
市
全
体
を
我
が
ふ
る
さ
と
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
児
童
生
徒
を
増
や
し
、
鹿
角
の

未
来
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
学
習
用
端
末
と
電
子
黒
板
を
授
業
で
活

用
す
る
と
と
も
に
、
学
習
用
端
末
は
家
庭

で
の
学
習
に
も
活
用
範
囲
を
広
げ
る
ほ
か
、

言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
す
る
能
力
の
育
成
も
図
り
ま
す
。

　
中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
移

行
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
個
別
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に

は
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
が
学
級
担
任

と
連
携
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
か
つ
効
果
的
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

■ 

生
涯
学
習
の
推
進

　
生
涯
学
習
活
動
の
効
果
的
な
推
進
に
向

け
、
社
会
教
育
や
福
祉
関
係
団
体
、
自
治

会
な
ど
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ

る
情
報
発
信
の
強
化
や
多
様
な
学
び
の
機

会
の
提
供
の
ほ
か
、
図
書
館
を
拠
点
と
し

た
学
び
の
充
実
に
向
け
て
、
図
書
館
施
設

の
更
新
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
、
地
域

の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
た
学
習
機

会
の
提
供
や
学
習
活
動
支
援
の
充
実
を
図

り
、
自
ら
が
意
欲
的
に
学
び
行
動
す
る
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

　
地
域
特
性
や
各
世
代
に
対
応
し
た
学
習

と
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
歴

史
や
伝
統
、
文
化
、
地
域
人
材
を
生
か
し

た
学
習
活
動
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習

機
会
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
学
び
の
成

果
を
地
域
に
還
元
し
、
次
世
代
に
継
承
す

る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
共
に
学
び
あ
え
る
地
域

社
会
の
実
現
の
た
め
、
年
齢
や
障
が
い
の

有
無
、
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
生
涯
に
わ
た

り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
び
の
場

の
提
供
や
交
流
機
会
の
拡
充
、
相
互
理
解

の
促
進
に
よ
り
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、
共

に
学
び
あ
え
る
生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
体
力
や
年
齢
、
目
的
に
応
じ
、
生
涯
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
タ
ー
ト
ル

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
気
軽
に
親
し
む
こ
と
の

で
き
る
運
動
機
会
を
創
出
し
、
健
康
づ
く

り
へ
の
市
民
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
十
和
田
八
幡
平
駅
伝
競
走
全
国

大
会
や
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
域
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
促
進
と
整
備
に

つ
い
て
は
、
総
合
運
動
公
園
総
合
競
技
場

が
、
令
和
５
年
６
月
に
公
認
更
新
時
期
を

迎
え
る
こ
と
に
加
え
て
、
供
用
開
始
か
ら

23
年
が
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
認
更
新
検
定
と
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

■ 

文
化･

芸
術
の
振
興

　
文
化
財
の
保
存
会
や
関
係
団
体
が
行
う

後
継
者
育
成
、
継
承
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
将
来
に
向
け
た
文
化
財
の
保
存

活
用
を
図
る
地
域
計
画
の
策
定
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
民
俗
資
料
館
や
先
人
顕

彰
館
で
は
、
郷
土
の
歴
史
や
民
俗
資
料
の

調
査
研
究
の
成
果
に
基
づ
い
た
学
習
機
会

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

特
別
史
跡
大
湯
環
状
列
石
に
つ
い
て

は
、「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

と
の
連
携
を
図
る
ほ
か
、
世
界
文
化
遺
産

と
し
て
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
に
磨
き
を

か
け
る
と
と
も
に
、
学
術
的
な
魅
力
向
上

と
、
観
光
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
文
化

財
の
保
存
活
用
と
併
せ
て
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
た
「
鹿
角
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
」
を
推
進
す
る
た
め
、
包
括
的

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
学
校
法
人
武

蔵
野
大
学
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
本

市
で
の
大
学
の
活
動
を
促
進
す
る
「
域
学

連
携
」
の
受
け
入
れ
拡
大
を
進
め
ま
す
。　

■ 

ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産
物
の

   

生
産
拡
大

　
稲
作
中
心
か
ら
収
益
性
の
高
い
野
菜
や

花
き
へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、
主
食

用
米
か
ら
飼
料
用
米
な
ど
の
新
規
需
要
米

へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。「
淡
雪
こ
ま
ち
」

に
つ
い
て
は
、
国
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
へ
の
対
応
を
見
据
え
、
有

機
農
業
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
引
き
続
き

特
別
栽
培
米
に
よ
る
作
付
け
を
支
援
し
ま

す
。「
か
づ
の
牛
」
に
つ
い
て
は
、
頭
数

の
維
持
・
拡
大
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

枝
肉
出
荷
頭
数
１
０
０
頭
台
の
達
成
と
早

期
Ｇ
Ｉ
登
録
（
地
理
的
表
示
）
に
向
け
、

関
係
機
関
や
畜
産
農
家
と
連
携
し
な
が

ら
、
か
づ
の
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
取
り

組
み
ま
す
。

■ 

稼
げ
る
観
光
振
興

　
国
立
公
園
八
幡
平
エ
リ
ア
に
お
け
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
設
定
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
よ
り
、
八
幡
平
魅
力
ア
ッ
プ
構
想

の
取
り
組
み
と
一
体
と
な
っ
て
、
国
内
外

か
ら
の
誘
客
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中

滝
ふ
る
さ
と
学
舎
で
の
新
た
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
や
、
十
和
田
湖
を
眺
望
で

き
る
甲
岳
台
展
望
台
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
再
整
備
な
ど
に
よ
り
、
魅
力
の
再
構

築
を
図
り
な
が
ら
、
宿
泊
者
数
の
増
加
と

リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ
な
げ
、
稼
げ
る

観
光
を
体
現
し
ま
す
。

■ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
育
成

　
２
０
３
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
達
成
を
目
指
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
に
基
づ
い
た
施
策
を
展
開
す

る
ほ
か
、
総
務
省
の
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
と
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
」
を
活
用
し
た
専
門
人
材

の
配
置
に
よ
り
、
計
画
の
着
実
な
推
進
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」
を

　
つ
く
る

■ 
世
界
遺
産
の
ま
ち
づ
く
り

　
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
内
に
整
備

し
た
4
Ｋ
映
像
や
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）、

ア
プ
リ
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ほ
か
、
縄

文
食
や
ま
つ
り
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
遺
跡
の
魅
力
を

積
極
的
に
発
信
し
、
国
内
外
か
ら
の
観
光

誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
の
ほ
か
、
大
湯
環

状
列
石
を
会
場
に
、
縄
文
祭
と
市
内
の
祭

り
が
一
堂
に
会
す
る
鹿ろ
っ
こ
ん
さ
い

魂
祭
の
合
同
開
催

な
ど
に
よ
り
、「
世
界
遺
産
の
ま
ち
・
か
づ

の
」
と
し
て
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　
大
湯
環
状
列
石
の
史
跡
と
大
湯
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
館
の
再
整
備
に
向
け
た
計
画

の
策
定
を
進
め
る
ほ
か
、
無
形
民
俗
文
化

財
の
担
い
手
育
成
支
援
を
積
極
的
に
進
め

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
文
化
財
の
保
存
活

用
を
進
め
ま
す
。

　
ま
ち
の
経
営
力
を
高
め
る

■ 

未
来
技
術
の
導
入

　
行
政
手
続
に
お
け
る
利
便
性
向
上
の
た

め
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
自
治

体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

■ 

地
域
人
材
の
育
成
・
活
動
支
援

　
「
地
域
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
継

続
し
、
市
民
や
地
域
と
の
対
話
を
重
ね
、

地
域
の
課
題
解
決
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お

け
る
提
案
な
ど
の
具
体
化
の
た
め
、
地
域

づ
く
り
協
議
会
な
ど
が
主
体
と
な
る
取
り

組
み
を
支
援
し
、
地
域
と
共
動
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

経営戦略１

経営戦略２

経営戦略３

基本戦略５

　令和 5 年第２回市議会定例会で教
育長が発表した「教育執行方針」から、
教育行政における本市が目指す方向性
と今年度の取り組みをお伝えします。

教育執行方針教育執行方針
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一般会計歳出（目的別）
区分 予算額 割合（％）

議 会 費 1億6,736万2千円 0.9
総 務 費 25億302万1千円 13.5
民 生 費 57億6,014万3千円 31.2
衛 生 費 11億7,131万2千円 6.3
労 働 費 2,071万4千円 0.1
農林水産業費 7億5,203万2千円 4.1
商 工 費 7億3,370万5千円 4.0
土 木 費 18億4,646万4千円 10.0
消 防 費 8億2,584万1千円 4.5
教 育 費 25億1,295万8千円 13.6
災 害 復 旧 費 1億2,788万9千円 0.7
公 債 費 20億1,655万9千円 10.9
予 備 費 3,000万円 0.2

計 184億6,800万円 100.0

扶助費
35億5,631万5千円

（19.3％）

扶助費
35億5,631万5千円

（19.3％）

予備費
3,000万円（0.2％）

公債費
20億1,655万9千円

（10.9％）

公債費
20億1,655万9千円

（10.9％）

物件費
28億6,267万6千円

（15.5％）
人件費
22億159万5千円

（11.9％）

人件費
22億159万5千円

（11.9％）

普通建設事業費
災害復旧事業費
20億6,596万3千円（11.2％）

普通建設事業費
災害復旧事業費
20億6,596万3千円（11.2％）

補助費等
31億1,649万9千円

（16.9％）

補助費等
31億1,649万9千円

（16.9％）

投資的経費
（11.2％）

維持補修費
3億8,615万4千円（2.1％）
維持補修費
3億8,615万4千円（2.1％）

貸付金
3億1,020万円（1.6％）
積立金
3億1,810万2千円（1.7％）

義務的
経
費（
42.1％

）

そ
の
他
経
費（
46.7％）

184億
6,800万円

歳出総額

繰出金
16億393万7千円

（8.7％）

繰出金
16億393万7千円

（8.7％）

一般会計歳出（性質別）

184億
6,800万円

歳入総額

市税
30億7,025万1千円

（16.6％）

使用料及び手数料
9,619万2千円（0.5％）

繰越金
2億円（1.1％）

諸収入
6億5,334万8千円

（3.5％）

地方交付税
73億4,149万円

（39.8％）

市債
14億6,960万円

（8.0％）

市債
14億6,960万円

（8.0％）

国庫支出金
17億1,523万4千円

（9.3％）

国庫支出金
17億1,523万4千円

（9.3％）

地方消費税交付金
6億9,000万円（3.7％）

地方譲与税
2億7,960万円（1.5％） その他（各種交付金等）

8,450万円（0.4％）

県支出金
12億253万8千円

（6.5％）

県支出金
12億253万8千円

（6.5％）

分担金及び負担金
3,895万4千円（0.2％）
財産収入
3,486万8千円（0.2％）

繰入金
13億4,142万5千円

（7.3％）

寄附金
2億5,000万円

（1.4％）

自主財源（
30.8 ％

）依
存
財
源（

69.2％）

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
概
要

〜
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
〜

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
概
要

184億6,800万円
　令和５年度当初予算は、「第７次鹿角市総合計画前期基本計画（Ｒ３～Ｒ７）」の中間年と
して、将来都市像「ふるさとを誇り 未来を拓くまち 鹿角」の実現に向け、５つの基本戦略と３
つの経営戦略により最重要課題としている「地域の稼ぐ力を高める産業振興」や「人口構造
の若返り」、「カーボンニュートラルの目標実現」、「デジタル化の推進」など、持続可能な地
域社会の形成を目指すための予算としました。

一般会計予算総額一般会計予算総額

対前年度比
6.0％増

一
般
会
計
歳
入

市
税
や
地
方
交
付
税
、県
支
出
金
な
ど
が
増
額

◇
市
税
は
、
市
民
税
法
人
分
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

個
人
分
に
つ
い
て
は
給
与
所
得
の
増
加
を
見
込
む
と
と
も
に
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
家
屋
の
新
増
築
と
企
業
の
設
備
投
資

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％
増

で
す
。

◇
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
の
増
加
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
１
・
２
％
増
で
す
。

◇
県
支
出
金
は
、
あ
き
た
出
産
お
め
で
と
う
給
付
金
事
業
費
補

助
金
や
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
な
ど
の
増
加
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
10
・
８
％
増
で
す
。

◇
国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど
の
減
少

に
よ
り
対
前
年
度
比
12
・
９
％
減
で
す
。

一
般
会
計
歳
出

　
特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に一
般
会
計
と
区
分
し

て
設
置
し
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
医
療
の
高
度

化
な
ど
に
よ
り
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

一
般
被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
３
・
４
％

減
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
被
保
険
者
数
の
増
加
な
ど
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
対
前
年
度
比
１
・
３
％
増
で
す
。
介
護
保
険
事
業
は
、
介
護

給
付
費
の
増
加
の
ほ
か
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
の
介
護
予

防
・
重
度
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
や
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
た
め

の
「
生
き
活
き
サ
ロ
ン
」
の
運
営
、
ス
ロ
ー
シ
ョッ
ピ
ン
グ
の
実
施

な
ど
、
支
援
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
２
・
０
％
の
増

で
す
。 特

別
会
計

総
額
86
億
３
６
６
３
万
５
千
円

対
前
年
度
比
０・１
％
減

◇
人
件
費
は
、
職
員
数
の
定
員
適
正
化
推
進
計
画
を
基
に
、

一
般
職
で
前
年
度
よ
り
４
人
増
と
な
り
、
対
前
年
度
比
２
・

１
％
増
で
す
。

◇
扶
助
費
は
、
障
害
者
自
立
支
援
扶
助
費
や
児
童
手
当
給
付

金
等
の
減
少
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％
減
で
す
。

◇
補
助
費
等
は
、
鹿
角
広
域
行
政
組
合
負
担
金
や
省
エ
ネ
設

備
等
更
新
支
援
補
助
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
３
・
３
％
増
で
す
。

◇
公
債
費
は
、
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
に
充
当
し
た
過
疎

対
策
事
業
債
な
ど
の
償
還
開
始
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
３
・

５
％
増
で
す
。

◇
普
通
建
設
事
業
費
は
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
な
ど
が
減
少

し
た
も
の
の
、
十
和
田
図
書
館
整
備
事
業
や
総
合
競
技
場

公
認
更
新
整
備
事
業
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

72
・
５
％
増
で
す
。

◇
災
害
復
旧
事
業
費
は
、
令
和
４
年
８
月
に
発
生
し
た
大
雨

災
害
の
復
旧
事
業
に
係
る
費
用
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

新規事業
地域福祉計画策定事業 138万 6千円
県営ほ場整備事業（柴内地区） 1,256万円
災害被害防止事前伐採事業 260万円
森林認証推進事業 143万 3千円
EV導入推進事業 138万 7千円
エネルギー利用効率化促進事業 453万 3千円
観光資源ブラッシュアップ事業 4,565万 1千円
河川台帳整備事業 268万 4千円
総合競技場公認更新整備事業 5億4,105万円

継続事業 
ふるさと鹿角応援寄附推進事業 1億6,417万 9千円
移住促進事業 2,633万 4千円
地域公共交通維持確保対策事業 1億2,197万 5千円
全世代型包括的支援事業 1,424万 6千円
保育サービス充実事業 3,403万 6千円
水田転換主力作物づくり強化事業 1,379万 9千円
花輪大堰改修事業 2,942万 6千円
森林経営管理推進事業 6,509万 7千円
有害鳥獣被害防止対策事業 1,191万 9千円
橋りょう長寿命化対策事業 2億7,425万 3千円
公営住宅建設事業 1億4,113万 4千円
外国語活動充実事業 1,584万円
通学対策費 9,657万 2千円
十和田図書館整備事業 2億413万 7千円
スキーと駅伝のまちづくり事業 5,241万 7千円

中核的観光団体体制強化伴走型支援事業 1,069万 9千円
ヘリテージ・ツーリズム推進事業 886万 5千円
安全安心住まいづくり事業 2,040万 1千円
ICT活用教育事業 4,076万 9千円
文化財保存事業 451万 1千円

主な事業

特別会計予算額
特別会計名 予算額 前年度比（％）

国民健康保険事業 31 億 5,146 万 3 千円 -3.4

後期高齢者医療 4 億 5,554 万 3 千円 1.3

介 護 保 険 事 業 50 億 2,962 万 9 千円 2.0

計 86 億 3,663 万 5 千円 -0.1

上水道事業会計予算額
区分 収入 支出

収 益 的 収 支 6 億 2,584 万 7 千円 6 億 6,806 万 7千円

資 本 的 収 支 1 億 7,026 万円 4億 1,761万円

下水道事業会計予算額
区分 収入 支出

収 益 的 収 支 8 億 8,646 万 9 千円 8 億 8,646 万 9 千円

資 本 的 収 支 5 億 918 万円 7億 5,293 万 8 千円

扶助費
35億5,631万5千円

（19.3％）

扶助費
35億5,631万5千円

（19.3％）

予備費
3,000万円（0.2％）

公債費
20億1,655万9千円

（10.9％）

公債費
20億1,655万9千円

（10.9％）

物件費
28億6,267万6千円

（15.5％）
人件費
22億159万5千円

（11.9％）

人件費
22億159万5千円

（11.9％）

普通建設事業費
災害復旧事業費
20億6,596万3千円（11.2％）

普通建設事業費
災害復旧事業費
20億6,596万3千円（11.2％）

補助費等
31億1,649万9千円

（16.9％）

補助費等
31億1,649万9千円

（16.9％）

投資的経費
（11.2％）

維持補修費
3億8,615万4千円（2.1％）
維持補修費
3億8,615万4千円（2.1％）

貸付金
3億1,020万円（1.6％）
積立金
3億1,810万2千円（1.7％）

義務的
経
費（
42.1％

）

そ
の
他
経
費（
46.7％）

184億
6,800万円

歳出総額

繰出金
16億393万7千円

（8.7％）

繰出金
16億393万7千円

（8.7％）

一般会計歳出（性質別）

184億
6,800万円

歳入総額

市税
30億7,025万1千円

（16.6％）

使用料及び手数料
9,619万2千円（0.5％）

繰越金
2億円（1.1％）

諸収入
6億5,334万8千円

（3.5％）

地方交付税
73億4,149万円

（39.8％）

市債
14億6,960万円

（8.0％）

市債
14億6,960万円

（8.0％）

国庫支出金
17億1,523万4千円

（9.3％）

国庫支出金
17億1,523万4千円

（9.3％）

地方消費税交付金
6億9,000万円（3.7％）

地方譲与税
2億7,960万円（1.5％） その他（各種交付金等）

8,450万円（0.4％）

県支出金
12億253万8千円

（6.5％）

県支出金
12億253万8千円

（6.5％）

分担金及び負担金
3,895万4千円（0.2％）
財産収入
3,486万8千円（0.2％）

繰入金
13億4,142万5千円

（7.3％）

寄附金
2億5,000万円

（1.4％）

自主財源（
30.8 ％

）依
存
財
源（

69.2％）

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
概
要

〜
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
〜

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
概
要

184億6,800万円
　令和５年度当初予算は、「第７次鹿角市総合計画前期基本計画（Ｒ３～Ｒ７）」の中間年と
して、将来都市像「ふるさとを誇り 未来を拓くまち 鹿角」の実現に向け、５つの基本戦略と３
つの経営戦略により最重要課題としている「地域の稼ぐ力を高める産業振興」や「人口構造
の若返り」、「カーボンニュートラルの目標実現」、「デジタル化の推進」など、持続可能な地
域社会の形成を目指すための予算としました。

一般会計予算総額一般会計予算総額

対前年度比
6.0％増

一
般
会
計
歳
入

市
税
や
地
方
交
付
税
、県
支
出
金
な
ど
が
増
額

◇
市
税
は
、
市
民
税
法
人
分
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

個
人
分
に
つ
い
て
は
給
与
所
得
の
増
加
を
見
込
む
と
と
も
に
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
家
屋
の
新
増
築
と
企
業
の
設
備
投
資

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％
増

で
す
。

◇
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
の
増
加
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
１
・
２
％
増
で
す
。

◇
県
支
出
金
は
、
あ
き
た
出
産
お
め
で
と
う
給
付
金
事
業
費
補

助
金
や
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
な
ど
の
増
加
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
10
・
８
％
増
で
す
。

◇
国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど
の
減
少

に
よ
り
対
前
年
度
比
12
・
９
％
減
で
す
。

一
般
会
計
歳
出

　
特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に一
般
会
計
と
区
分
し

て
設
置
し
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
医
療
の
高
度

化
な
ど
に
よ
り
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

一
般
被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
３
・
４
％

減
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
被
保
険
者
数
の
増
加
な
ど
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
対
前
年
度
比
１
・
３
％
増
で
す
。
介
護
保
険
事
業
は
、
介
護

給
付
費
の
増
加
の
ほ
か
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
の
介
護
予

防
・
重
度
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
や
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
た
め

の
「
生
き
活
き
サ
ロ
ン
」
の
運
営
、
ス
ロ
ー
シ
ョッ
ピ
ン
グ
の
実
施

な
ど
、
支
援
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
２
・
０
％
の
増

で
す
。 特

別
会
計

総
額
86
億
３
６
６
３
万
５
千
円

対
前
年
度
比
０・１
％
減

◇
人
件
費
は
、
職
員
数
の
定
員
適
正
化
推
進
計
画
を
基
に
、

一
般
職
で
前
年
度
よ
り
４
人
増
と
な
り
、
対
前
年
度
比
２
・

１
％
増
で
す
。

◇
扶
助
費
は
、
障
害
者
自
立
支
援
扶
助
費
や
児
童
手
当
給
付

金
等
の
減
少
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
２
・
２
％
減
で
す
。

◇
補
助
費
等
は
、
鹿
角
広
域
行
政
組
合
負
担
金
や
省
エ
ネ
設

備
等
更
新
支
援
補
助
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
３
・
３
％
増
で
す
。

◇
公
債
費
は
、
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
に
充
当
し
た
過
疎

対
策
事
業
債
な
ど
の
償
還
開
始
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
３
・

５
％
増
で
す
。

◇
普
通
建
設
事
業
費
は
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
な
ど
が
減
少

し
た
も
の
の
、
十
和
田
図
書
館
整
備
事
業
や
総
合
競
技
場

公
認
更
新
整
備
事
業
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

72
・
５
％
増
で
す
。

◇
災
害
復
旧
事
業
費
は
、
令
和
４
年
８
月
に
発
生
し
た
大
雨

災
害
の
復
旧
事
業
に
係
る
費
用
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

拡充事業
定住促進事業 1,454万 7千円
集落支援事業 899万 9千円
空き家等適正管理推進事業 1,333万 9千円
かづの厚生病院支援事業 9,404万円
健康意識啓発事業 277万 8千円
妊産婦支援事業 4,555万円
合併処理浄化槽整備事業 2,424万 5千円
スマート農業推進事業 578万 9千円
カーボンニュートラル推進事業 1,348万 9千円
インバウンド対策強化事業 1,021万 8千円
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■ 

透
明
で
活
力
あ
る
市
政
の
実
現

　

官
製
談
合
の
再
発
防
止
の
た
め
、

第
三
者
委
員
会
や
議
会
か
ら
の
提
言

を
踏
ま
え
、
入
札
監
視
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
入
札
の
透
明
性
と
公
正
性

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
か
づ
の
観
光
物
産
公
社
の
経
理

状
況
に
つ
い
て
、
調
査
・
分
析
を
行

い
、
改
善
策
な
ど
を
提
示
し
て
経
営

改
善
の
取
り
組
み
を
促
し
て
い
ま

す
。

■ 

ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附

　

２
月
17
日
現
在
で
、
寄
附
件
数

は
２
万
４
７
０
件
、
金
額
で
は

３
億
１
３
５
４
万
１
８
７
６
円
で
、

前
年
同
期
と
比
較
し
、
42
％
増
と
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
返
礼
品
で

は
、
米
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
鹿
角
ホ

ル
モ
ン
な
ど
が
人
気
で
、
今
年
度
か

合
に
再
委
託
し
て
い
た
玉
内
・
小

豆
沢
地
区
に
つ
い
て
、
５
３
０
１

平
方
メ
ー
ト
ル
で
搬
出
間
伐
を
行

い
、
木
材
販
売
の
収
益
に
か
か
る

清
算
金
を
１
月
末
に
所
有
者
に
支

払
っ
て
い
ま
す
。
木
材
販
売
の

収
益
は
２
０
６
万
１
４
３
９
円

で
、
経
費
な
ど
を
差
し
引
い
た

１
３
２
万
９
９
５
５
円
を
森
林
所
有

者
17
人
に
還
元
し
て
い
ま
す
。
今
後

に
お
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
制
度
の
周
知
を
図
り
、
森
林

の
経
営
管
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

今
年
度
の
ク
マ
の
目
撃
件
数
は

１
２
５
件
で
、
こ
の
う
ち
農
業
被
害

は
44
件
、
78
万
７
千
円
で
し
た
。
市

街
地
で
の
出
没
が
頻
発
し
た
た
め
、

警
察
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
全
県
に
お
け

る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
枠
の
拡
大

を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
延
べ
77
基
の
箱
わ
な
を

設
置
し
、
77
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

ま
た
、
捕
獲
活
動
の
中
心
と
な
る
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
47
人
の
鳥
獣
被
害
対
策
推

進
員
が
捕
獲
活
動
や
被
害
防
止
対
策

を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
ほ

ら
始
め
た
定
期
便
や
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実
に
加
え
、
テ
レ
ビ
の
全
国

放
送
の
反
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も

寄
附
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
捉
え

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
本
市
が
誇

る
特
産
品
の
魅
力
を
最
大
限
に
伝

え
、
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
応
援
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

■ 

地
域
医
療
の
充
実

　
12
月
に
、
医
療
の
現
状
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
か
づ
の
厚
生
病
院
と

話
し
合
い
を
行
っ
た
ほ
か
、
２
月
に

は
、
鹿
角
の
医
療
関
係
者
と
医
療
懇

談
会
を
開
催
し
、
鹿
角
の
医
療
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て

い
ま
す
。
４
月
に
開
院
予
定
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
は
、
関
係
者
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
小
児
科
、
内
科
、
呼
吸
器
内

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
４
つ
の
診
療
科

か
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
目

撃
が
増
え
、
掘
り
返
し
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
被
害
防
止
対
策
を
実
施
す
る
ほ

か
、
捕
獲
技
術
の
向
上
と
普
及
啓
発

を
図
り
な
が
ら
、
官
民
協
働
に
よ
る

鳥
獣
被
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■ 

令
和
4
年
の
観
光
客
数
・
宿
泊
客
数

　

観
光
客
数
は
約
１
３
６
万
人
で
、

前
年
比
約
30
％
増
、
宿
泊
客
数
は
約

19
万
人
で
、
前
年
比
約
20
％
増
と
な

り
、
徐
々
に
回
復
傾
向
が
表
れ
て
き

て
い
ま
す
。
季
節
ご
と
の
宿
泊
客
数

は
、
４
月
か
ら
５
月
の
春
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
は
前
年
同
月
比
約
40
％

増
、
市
独
自
の
観
光
応
援
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
６
月
は
前
年
同
月
比
約

30
％
増
、
９
月
か
ら
10
月
の
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
は
約
20
％
増
の
入
り
込
み

状
況
と
な
り
、
大
湯
環
状
列
石
な
ど

を
巡
る
教
育
旅
行
の
増
加
も
回
復
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
観
光
客
数
や

宿
泊
客
数
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
誘
客
促
進
に
努
め
ま
す
。

■ 

市
内
の
雇
用
情
勢

　
12
月
末
現
在
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿

角
管
内
の
月
間
有
効
求
人
倍
率
は

２・06
倍
で
、
前
年
同
月
と
比
較
し
、

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
域

の
医
療
環
境
の
充
実
に
つ
な
が
る
も

の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

■ 

令
和
４
年
産
主
食
用
米
の
作
付
け

状
況

　
作
付
面
積
は
「
生
産
の
目
安
」
で

あ
る
１
９
９
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し

て
、１
９
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、

生
産
の
目
安
を
達
成
し
ま
し
た
。
本

市
全
体
の
収
穫
量
は
、
１
万
２
０
０

ト
ン
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
産
米
の
「
生
産
の
目

安
」
に
つ
い
て
は
、
鹿
角
地
域
農
業

再
生
協
議
会
に
お
い
て
、
全
国
的
な

米
の
需
要
に
加
え
、
在
庫
の
動
向
や

秋
田
県
産
米
の
シ
ェ
ア
率
な
ど
を
勘

案
し
、
引
き
続
き
飼
料
用
米
な
ど
へ

の
作
付
転
換
に
よ
っ
て
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
こ
と
と
し
、
県
の
方
針
に

沿
っ
て
令
和
４
年
産
米
の
作
付
実
績

０・33
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

新
規
求
人
は
、
建
設
業
、
医
療
・
福

祉
な
ど
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
新
規
求
職
者
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
有
効
求
人
倍
率
は
７
月
か

ら
６
カ
月
連
続
で
２
倍
を
超
え
、
人

手
不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。

■ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
推
進

　
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ

く
「
鹿
角
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
施
策
編
）」
の
素
案
を

取
り
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
８
人
の
方

か
ら
34
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
て

計
画
案
を
整
え
、
３
月
に
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

■ 

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧

国
の
査
定
が
12
月
１
日
に
終

了
し
、
市
道
は
８
カ
所
で
査
定
額

１
億
２
９
５
６
万
６
千
円
、
河
川
は

７
カ
所
で
査
定
額
９
８
９
６
万
３
千

円
と
な
り
、
全
体
の
査
定
率
は
99
・

４
％
で
し
た
。
全
て
の
復
旧
工
事
を

次
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
早
期
の
復
旧
に
向
け
、
工
事

発
注
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

と
同
じ
１
９
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
定

め
、Ｊ
Ａ
な
ど
に
提
示
し
て
い
ま
す
。

■ 

農
地
・
農
業
用
施
設
と
林
道
施
設

の
災
害
復
旧

　

国
の
査
定
が
12
月
15
日
に
終
了

し
、
農
地
・
農
業
用
施
設
は
54
カ
所

で
査
定
額
３
億
８
１
５
３
万
７
千

円
、
林
道
施
設
は
１
カ
所
で
査
定
額

６
４
０
万
２
千
円
と
な
り
、
全
体
の

査
定
率
は
98
・
９
％
で
し
た
。
年
度

内
の
完
成
が
困
難
な
も
の
は
、
次
年

度
へ
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
管
理
団
体
や
関
係
機

関
な
ど
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
の
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

■ 
森
林
経
営
管
理
制
度

　

令
和
３
年
度
か
ら
鹿
角
森
林
組

■ 

鹿
角
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

　
１
月
８
日
に
、
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
で
、
20
歳
か
ら
21
歳
の
対

象
者
２
６
７
人
の
う
ち
、
１
７
７
人

が
出
席
し
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
し
た
。
対
象
者
で
組
織
し
た

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
」

が
、
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
も
行
い
、
一
般
の
方
を

含
め
２
８
１
人
の
方
が
視
聴
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
未
来
を
担
う
若
い
世

代
が
親
交
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
の
魅

力
を
感
じ
ら
れ
る
機
会
を
創
出
し
て

い
き
ま
す
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

第
96
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
は
、
多
く
の
関
係
者
の
協

力
に
よ
り
、
２
月
23
日
か
ら
26
日
ま

で
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
感
染
対
策
を
講
じ
た

う
え
で
、
有
観
客
で
開
催
し
、
大
学

生
ス
キ
ー
最
高
峰
の
大
会
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

問 

総
務
課 

行
政
班 

☎
30
‐
０
２
０
３

ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附 

件
数
・
金
額
と
も
に
増
加

4
月
の
新
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
院
に
期
待

大
雨
災
害
に
対
す
る
早
期
復
旧
へ
の
取
り
組
み

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会

行
政
報
告
を
行
う
関
市
長

４
月
に
開
院
予
定
の
か
づ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
３
月
22
日
時
点
）

鹿
角
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー

令
和
5
年
第
２
回
鹿
角
市
議
会
定
例
会
が
2
月
24
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長

の
行
政
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
食
用
米
の
作
付
け
状
況

鹿
角
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

第
96
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
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▶募集人員　10 人程度（応募者多
数の場合は選考）
▶応募資格　市内在住の高校生（高
校は市内外問いません）で、保護者
の同意が得られる方
▶任期　令和６年３月 31 日日まで
▶審査・決定　市が選考し、結果は
応募者に通知します。また、決定者
の保護者と在学中の学校長へ連絡し
ます。

第７期かづの高校生広報室員募集

高
校
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
市
の
魅
力
を
発
信

　今年度も１年間ありがと
うございました。今年度は
念願のドラゴンアイを見る
ことができて嬉しかったで
す！これからもたくさん鹿
角の魅力を見つけていきた
いです。（なかむー）

　今年はあまり参加でき
なかったので、継続して
来年度こそたくさん参加
したいと思っています！

（はるか）

　インタビューを通じて、
旬の食材や販売の工夫など
について知ることができま
した。身近にあったのに初
めて知ることがたくさん
あったので、良い発見にな
りました。（カノエ）

　1 年間という短い期間であ
りましたが、広報室の活動を
通して自分の知らなかった鹿
角の魅力をたくさん発見、発
信することが出来たと思いま
す。住んでいてもなかなかで
きないような体験をして楽し
かったです。（リョータ）

　いろいろなイベントに参
加して改めてたくさんの鹿
角市の良さを見つけること
ができました。まだまだ魅
力があると思うのでこれか
らも積極的に良さを知って
いきたいです。（えり）

　2 年間、高校生広報室員と
して貴重な経験がたくさんで
きました。農家の方などたく
さんの方と関わりを持つこと
ができ、普段できないことも
できました。また食べ物のお
いしさや行事の楽しさ、人の
笑顔を見ることで嬉しい気持
ちになりました。この経験を
進学先でも活かしたいと思い
ます。(Kana）

　この 2 年間の広報活動は
鹿角の魅力を知る良い経験に
なりました。この活動で知る
ことができた鹿角の魅力を忘
れずに PR していきたいと思
います。（おんくん）

I
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook

　昨年に続き、まだまだ知
らない鹿角のイベントや魅
力をたくさん知るたびに、
鹿角で過ごすことができて
とても幸せだなと感じまし
た。これからも地元の良さ
とは何かを考え、鹿角を知
らない人に、鹿角はこんな
にもいい所なんだよと伝え
ていけるようにしたいで
す！（みき）

　参加した中でも、特にリン
ゴの食べ比べで、こんなに種
類があるのかと驚きました。
まだまだ発掘できる鹿角の良
さがいっぱいあると思うの
で、これから受け継ぐ高校生
たちに頑張ってほしいです。

（TAJ）

　今期はあまり活動に参
加できませんでしたが、
皆さんの活動を見て、鹿
角の良さを新たに発見で
きました。部活のなく
なる 3 年生になったら、
改めてもう一度参加した
いです。（ともや）

　
高
校
生
が
広
報
室
員
と
な
り
、
風
景

や
祭
り
、
地
域
行
事
な
ど
の
愛
す
べ
き

鹿
角
の
魅
力
を
自
由
な
発
想
で
発
信
し

て
い
く
「
か
づ
の
高
校
生
広
報
室
」。

令
和
４
年
度
は
、
第
６
期
の
室
員
10
人

で
活
動
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
活
動

に
つ
い
て
、
室
員
の
み
な
さ
ん
に
振
り

返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▶応募方法　指定の申込書へ必要事
項を記載し、郵送または持参により
政策企画課まで提出してください。
※詳しくは、市ホームページまたは
　政策企画課、各市民センター、文
　化の杜交流館コモッ
　セ、市内図書館に備
　え付けている募集要
　項をご覧ください。

映像コンテンツ映像コンテンツ導入！導入！
大湯ストーンサークル館大湯ストーンサークル館

　文化庁の「Living History （生きた歴史体感プログラム）促進事業」を活用し、映像コンテンツの刷新と遺跡で
楽しむアプリの導入を行いました。大迫力の映像と音響、アプリを通して、縄文時代の人々の生活を体感すること
ができます。

　大型スクリーンに大湯環状列石の４K 映
像を投影します。大迫力の映像と音響で、
縄文時代の心の旅へといざないます。

縄文シネマ　
JOMON 大湯 -ココロの旅 -

　大湯環状列石から出土した
特徴的な土器や土版など 27
点をホログラムで楽しめま
す。通常展示ではできなかっ
た、底面や内部などを鑑賞す
ること
ができ
ます。

ホログラム
　遺跡をさらに楽しむため、遺跡
周遊アプリを導入しました。大湯
環状列石を歩きながら、縄文時代
の人々のなりわいやマツリを AR

（拡張現実）で体験できます。
　また、遺物図鑑では、大湯環状
列石から出土した 27 点の遺物な
どを 360 度いろいろな角度から
観察することができます。

遺跡周遊アプリ

ガイダンス映像

　ガイダンス映像を、ドローン映像や最新技術を豊富に取
り入れリニューアルしました。
　５つのストーリーで、大湯環状列石の概要や最新科学か
ら見えてきた縄文時代の食のほか、発見から発掘・整備ま
での歴史などを学ぶことができます。

問 大湯ストーンサークル館  ☎ 37-3822 問 政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205　E-mail：seisaku@city.kazuno.lg.jp
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2030 ゼロカーボンシティの達成に向けて2030ゼロカーボンシティの達成に向けてゼロカーボンシティを実現するためにゼロカーボンシティを実現するために

2030年までに目指す地域脱炭素の姿2030年までに目指す地域脱炭素の姿

地
域
の
特
長
を
活
か
し

み
ん
な
で
脱
炭
素

目標の 7.3 万㌧削減達成に向けた、７つの対策
　
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
さ
れ
る

気
候
変
動
リ
ス
ク
が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
表
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
電
力
自
給
率
が
３
０
０
％

を
超
え
る
ほ
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

豊
富
な
こ
と
や
、
市
面
積
の
約
８
割
が
森

林
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
昨
年
３

月
に
２
０
３
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、こ
の
度
、２
０
３
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、「
鹿
角
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
脱
炭
素
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
光
熱
費

の
削
減
・
安
定
化
、
防
災
力
の
強
化
、
暮

ら
し
や
す
さ
の
向
上
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
脱
炭
素
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と

に
よ
る
経
済
成
長
に
加
え
、
率
先
し
て
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
む
市
の
ブ
ラ
ン
ド

ア
ッ
プ
も
図
ら
れ
ま
す
。

　
２
０
３
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
達
成
に
向
け
、
市
一
丸
と
な
っ
て
温
暖

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　地域内の豊富な再エネ電気を活用したかづのパワーによる供給を軸としながら、新規再エネの導入や省エネ設備
への更新、率先したＥＶ社会の実現などにより、脱炭素とともに経済成長も促す取り組みを積極的に進めます。

取り組みごとの
CO2 削減目標
1 4.62 万㌧
2 0.63 万㌧
3 1.19 万㌧
4 0.20 万㌧
5 0.66 万㌧
6 森 林 吸 収 量
14.8 万㌧を維持
7目標値なし

　地域の安定したエネルギーと、地域エネルギーを活用するインフラを整え、グリーン経済が
活性化した、暮らしやすく将来性のあるまちを作り、仕事と人を呼び込みます。

　使う電気を地域の再エネに切
り替えることで、エネルギー不
足のリスクを軽減し、安定した
価格で電気を使うことができま
す。

　エネルギーの生産と利用が進
むことで、市内産業の経済性を
高め、市外から企業・人を呼び
込み、再エネ関連の産業やサー
ビスが展開され、グリーン経済
により地域が活性化します。

　太陽光や蓄電池、※ EV など
の導入を進め、エネルギーを自
給することで、光熱費の削減に
加え、災害時も電気を使うこと
ができる、災害に強い地域にな
ります。

※ EV：電気自動車

　2030 年の本市の CO2 排出量と森林吸収量を推計すると、CO2 排出量
は 22.1 万㌧、森林吸収量は 14.8 万㌧となります。
　2030 年までに CO2 排出量を 7.3 万㌧削減することで、本市はカーボン
ニュートラルを達成できます。

　省エネ化や断熱化が進むこと
で、少ないエネルギーで夏は涼
しく冬は暖かい建物が増え、暮
らしの質が向上します。

①電力の地産地消①電力の地産地消 ②エネルギーの自給自足②エネルギーの自給自足

2030年のゼロカーボンシティ実現に必要な温室効果ガス削減量2030年のゼロカーボンシティ実現に必要な温室効果ガス削減量

③エネルギーをベースとし③エネルギーをベースとし
たグリーン経済によるたグリーン経済による

地域の活性化地域の活性化

④省エネ・断熱による④省エネ・断熱による
暮らしの質の向上暮らしの質の向上

0

5

10

15

20

22.1万 t
CO2排出量

森林吸収量
14.8万 t

7.3万 t

25

できることから、始めましょう！できることから、始めましょう！
再エネ電気メニューへの切り替え再エネ電気メニューへの切り替え

太陽光発電の設置太陽光発電の設置

省エネ機器への更新省エネ機器への更新

節電、クールビズ、節水、公共交通の利用、節電、クールビズ、節水、公共交通の利用、
ごみの削減、低炭素商品の選択ごみの削減、低炭素商品の選択 断熱改修や薪ストーブの導入断熱改修や薪ストーブの導入

再
エ
ネ
電
気
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
切

り
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

　
効
果
が
高
く
、
取
り
組
み
や
す
い

の
が
「
再
エ
ネ
電
気
メ
ニ
ュ
ー
へ
の

切
り
替
え
」
で
す
。

　

近
年
、「
再
エ
ネ
電
気
」
を
供
給

す
る
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
し
て
い

る
電
気
小
売
会
社
が
増
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
電
気
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
気
を
か
づ
の
パ
ワ
ー
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
再
エ

ネ
電
気
を
使
う
こ
と
に
な
り
、
電
気

由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
加
え
、
電
力

資
金
の
域
内
循
環
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
か
づ
の
パ
ワ
ー
で
は
、
価
格
競
争

力
の
あ
る
高
圧
メ
ニ
ュ
ー
（
事
業
者

向
け
）
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
今
の
電
気

契
約
を
確
認
し
、
再
エ
ネ
電
気
メ

ニ
ュ
ー
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

1 3

4

5

6

7

2

※ 2ZEH： ゼ ロ・ エ ネ ル
ギー・ハウスの略。住宅の
エネルギー使用量が、設置
する再エネ発電などにより
作られるエネルギー量と同
等の住宅。

※ 1 木質バイオマスコジェネ：
木材資源を活用し熱と電気を供
給する設備。

※1

※2

画：笑がき屋たなみー

問 産業活力課 ゼロカーボン推進室 ☎ 30-0249
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行政 information

快適な住環境づくりに向けたリフォームや、中
古住宅購入などの費用の一部を補助します。

補助率や上限など、詳しくは市ホームページまた
は窓口備え付けのチラシをご覧ください。
▶申込締切　令和６年３月１日金
※工事着手前にお申し込みください。

問 都市整備課 建築住宅班 ☎ 30-0266

マイナンバーカード手続きの業務が一部停止
になります。カードの申請と交付は通常ど

おり行います。

▶停止期間　5 月 1 日🈷、2 日火
▶停止する手続き　電子証明書（暗証番号）の発
行・更新、住所や氏名の変更、電子証明書の初期
化、マイナンバーカードの一時停止解除 など

問 市民課 戸籍年金班 ☎ 30-0212

皆さんの大切な一票をお願いします 脱炭素に向けた断熱改修への支援を拡大

システム更改作業により

秋田県議会議員一般選挙 住宅改修と中古住宅購入を支援

家庭で不要になった制服や学用品を回収しま
す。回収ボックスを設置しますので、ご家庭

で眠っている学用品などがありましたら、ぜひご提
供ください。

▶期間　4 月 18 日火～ 30 日日
▶時間　平日 9 時～ 20 時、土日 9 時～ 16 時
▶場所　福祉保健センター 入口
▶回収するもの　
市内中学校の制服（夏用・冬用）、ネクタイ、ス
カーフ、ボタン類、市内小・中学校指定のジャージ、
通学カバン、柔道着（体育の授業で使用するもの）、
校章、組章、彫刻刀セット、習字セット、絵の具セッ
ト、辞典、電子辞書

※回収したものは５月20日土に提供する予定です。

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班
    ☎ 30-0235
　 NPO 法人子どもコンシェルジュ
　 ☎ 080-8223-3036

制服や学用品などを回収します
鹿角市子育て応援リユース事業マイナンバーカード手続きの一部停止

秋田県議会議員一般選挙が下記の日程で行わ
れます。投票所は共通投票所ですので、有

権者であれば、お住いの地域を問わずどこでも投
票できます。

期日前投票
▶期間　4 月 1 日土～ 8 日土
▶投票所・時間
鹿角市役所・8 時 30 分～ 20 時
文化の杜交流館コモッセ／十和田市民センター／
八幡平市民センター／尾去沢市民センター／大湯
地区市民センター・9 時～ 20 時
投票日
▶日時　4 月 9 日日 7 時～ 19 時
▶共通投票所　期日前投票と同じ 6 カ所の投票所
※期日前投票の際は、
投票所入場券の裏面
へ記入をお願いしま
す。

問 選挙管理委員会
　 ☎ 30-0285

行政 information行政 information

パソコンやスマートフォンからインターネット
を利用して、口座振替の申し込みができ

る「Web 口座振替受付サービス」の取扱金融機
関が増えました。依頼書の記入や届出印が不要で、
金融機関に出向く必要もなく、自宅などからいつで
も申し込みができます。ぜひご利用ください。

▶取扱科目　市税、保育料、水道料金、下水道使
用料、農業集落排水使用料
▶利用可能な金融機関　秋田銀行、北都銀行、東
北銀行、北日本銀行、ゆうちょ銀行、かづの農業
協同組合、東北労働金庫
▶申込方法　市ホームページの
科目ごとの Web 口座振替受付
サービスから手続きできます。

問 税務課 収納管理室 ☎ 30-0215
　 すこやか子育て課 こども家庭応援班
 　☎ 30-0235
　 水道お客様センター（上下水道課内）
　 ☎ 30-0273

かづの農業協同組合・東北労働金庫でも利用できます
Web 口座振替受付サービス

農業委員会で設定している下限面積（10㌃）
が廃止になります。ただし、農地を取得す

るには、引き続き農業委員会の許可が必要です。
詳しくは、お問い合わせください。

問 農業委員会事務局（農業総合支援センター内）
　 ☎ 30-0283

4 月 1 日から施行
農地取得に係る下限面積を廃止

市税などの納付書は、スマートフォン決済ア
プリの請求書払いでの支払いが可能ですが、

４月１日から、d 払い・auPAY・支払秘書でも
利用可能になりました。納付書のバーコードを読
み取ることで、24 時間いつでも納付できます。

問 税務課 収納管理室 ☎ 30-0215

スマホ決済が拡充
市税などの納付が便利になります

合併処理浄化槽の設置費用の補助を増額したほ
か、既存槽の撤去費用の補助を加えました。

▶対象地域　公共下水道および農業集落排水区域
以外の地域
▶補助対象・金額

※既存槽撤去は、原則完全撤去が
補助要件です。
▶申込方法　上下水道課に必要書類を添えて提出
してください。詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。
※工事着手前にお申し込みください。

問 上下水道課 上下水道班 ☎ 30-0271

浄化槽設置で快適な水洗化生活を
合併処理浄化槽設置支援

区分 限度額
5 人槽設置 390,000 円

7 人槽設置 474,000 円

10 人槽設置 660,000 円

単独浄化槽撤去 120,000 円

汲取り槽撤去 90,000 円

市が所有する土地を先着順で売却します。

▶売却物件

▶受付場所　財政課 管財地籍班
▶提出書類
個人：市有財産譲渡申込書、住民票、印鑑登録証
明書、身分証明書、納税証明書
法人：市有財産譲渡申込書、法人登記簿謄本、印
鑑証明書、　納税証明書
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

問 財政課 管財地籍班 ☎ 30-0210

公売のお知らせ
市所有の土地を売却

土地の所在 地目 件数
八幡平 宅地 1 件
尾去沢 宅地 1 件
花輪 雑種地 1 件
十和田毛馬内 宅地 5 件
十和田大湯 宅地 1 件

工事などの区分 対象
新 脱炭素化促進 断熱改修

全世帯耐震改修 耐震改修

住環境向上対策

克雪、バリアフリー、上下水
道接続

一般リフォーム 子育て・
高齢者

下水道加入促進 下水道接続
子育て

中古住宅活用
中古住宅取得
一般リフォーム

まちなか居住促進
中古住宅取得

全世帯
一般リフォーム

市営住宅の入居者を募集します。詳しくは募
集案内をご覧ください。

▶入居要件  住宅に困っていること、市税の滞納
が無いことなど 
▶募集期間　4月 3日月～ 14日金
▶受付時間　8時30分～17時15 分（土日祝日を除く）
※都市整備課建築住宅班および各支所に募集案内
と申込書を備え付けています。
▶抽選日　4 月 28 日金（予定）

問 都市整備課 建築住宅班 ☎ 30-0266

住宅にお困りの方へ
市営住宅の入居者を募集

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

投票所入場券の裏面
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けんこう information

脳
ド
ッ
ク
助
成

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

各
種
検
診
の
開
始

 　
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
学
び

ま
せ
ん
か
。
受
講
後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
で
あ
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

❖
日
時
・
場
所　

①
4
月
14
日
金 

10
時
～
11
時
30
分
・
八
幡

平
市
民
セ
ン
タ
ー 

視
聴
覚
室

②
5
月
17
日
水 

13
時
30
分
～
15
時
30
分
・

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

視
聴
覚
室　

❖
参
加
費　
無
料　
（
申
込
不
要
）

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班 

　

 

☎
30
‐
０
１
０
３

　
65
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
対
象
者
以
外
の
方
で
も
、
制
度
に

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❖
日
に
ち　
４
月
20
日
木
、
5
月
19
日
金
、

6
月
20
日
火
、
7
月
20
日
木
、
8
月
21
日
🈷
、

9
月
20
日
水
、
10
月
20
日
金
、
11
月
20
日
🈷
、

12
月
20
日
水
、
令
和
6
年
１
月
19
日
金
、
2

月
20
日
火
、
3
月
19
日
火

❖
時
間　
10
時
～
11
時

❖
場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

会
議
室

※
日
に
ち
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班

 　
☎
30
‐
０
２
３
４

　
❖
実
施
医
療
機
関　
か
づ
の
厚
生
病
院

❖
対
象
者　
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
方
（
昭
和

24
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
59
年
４
月
１
日

生
）

※
現
在
加
入
の
健
康
保
険
で
脳
ド
ッ
ク
の
助

成
が
受
け
ら
れ
る
方
、
令
和
2
年
度
～
令
和

4
年
度
に
市
の
脳
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
た
方

は
除
き
ま
す
。

❖
申
込
締
切　
４
月
18
日
火

❖
申
込
方
法　
各
支
所
ま
た
は
す
こ
や
か
子

育
て
課
健
康
づ
く
り
班
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
決
定
者
に
は
、
脳
ド
ッ
ク
決
定
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
受
診
方
法
な
ど
は
決
定

通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
外
医
療
機
関
を
ご
希
望
の
方

　
問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班　

　
☎
30
‐
０
１
１
９

　
検
診
の
詳
細
は
、
本
紙
と
共
に
配
布
し
て

い
る
「
健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
検
診
の
申
し
込
み
が
必
要
な
方
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
ま
た
は
電
話
、「
健

康
づ
く
り
ガ
イ
ド
」
の
申
込
用

紙
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
検
診
を
受
診
し
て
、
自
分
の
体
の
状

態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

❖
申
込
期
間　
4
月
11
日
火
～
5
月
31
日
水

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班  

    
☎
30
‐
０
１
１
９

　
マ
ス
ク
の
着
脱
は
個
人
の
判
断
が
尊
重
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

方
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
推
奨
さ
れ
て
い

る
場
面
で
は
マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
感
染
対
策
は
重
要
で
す
の
で
、

引
き
続
き
「
３
密
の
回
避
」「
人
と
人
と
の

距
離
の
確
保
」「
手
指
の
衛
生
対
策
」「
換
気
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

　

 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　

 

☎
30
‐
０
１
１
９

　

 

総
務
課 

危
機
管
理
室

　

 

☎
30
‐
０
２
９
９

内
容

自
己
負
担
額

人
数

脳
ド
ッ
ク

１
万
６
２
０
０
円

90
人
程
度

脳
ド
ッ
ク

ミ
ニ
コ
ー
ス

８
６
５
０
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

マ
ス
ク
着
用
の
見
直
し

介
護
保
険
制
度
説
明
会

14
日
以
内
に
届
け
出
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い

　
進
学
や
就
職
、
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、

国
保
・
社
会
保
険
な
ど
を
切
り
替
え
る
際
は

届
け
出
が
必
要
で
す
。
市
民
課
国
保
医
療
班

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

事
業
主
の
方
へ

　
社
会
保
険
の
資
格
取
得
（
喪
失
）
連
絡
票

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出

❖
共
通　

 

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

※
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
す
る
場
合
は
委

任
状

就
職
し
て
社
会
保
険
加
入

　
社
会
保
険
の
保
険
証
、
国
保
の
保
険
証

退
職
な
ど
で
社
会
保
険
脱
退 

　
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
連
絡
票

※
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
の
場
合
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証

世
帯
主
変
更
、
名
字
変
更
、
住
所
の
変
更 

　
国
保
の
保
険
証

進
学
し
て
市
外
に
転
出 

　
国
保
の
保
険
証
、
在
学
証
明
書

卒
業
し
て
学
生
で
な
く
な
っ
た 

　
マ
ル
学
保
険
証
、
卒
業
証
明
書

　　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
、
特
別
徴
収

(

年
金
か
ら
の
引
去
り)

で
納
め
て
い
る
方

は
仮
徴
収
制
度
が
あ
り
ま
す
。
２
月
に
徴
収

さ
れ
た
保
険
料
と
同
じ
金
額
が
４
月・６
月・

８
月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
分
と
し
て
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
5
年
度
に
納
付
す
べ
き
額
は
、

令
和
4
年
度
中
の
所
得
が
確
定
し
た
後
に
再

計
算
さ
れ
、
10
月
以
降
の
徴
収
で
調
整
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。
仮
徴
収
額
の
確
認
は
、
令
和
4
年

度
の
納
税
通
知
書
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
へ
の
変
更

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問 

税
務
課 

課
税
班 

☎
30
‐
０
２
１
３

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

❖
対
象
者　
市
在
住
で
①
～
③
の
い
ず
れ
か

の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
減
免
や
人
工
透
析
患
者
通
院
費
助

成
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

②
療
育
手
帳
Ａ

③
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

❖
交
付
内
容　
1
枚
５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー

券
を
１
カ
月
あ
た
り
２
枚

※
腎
臓
機
能
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
１
カ
月

あ
た
り
４
枚

❖
利
用
方
法　
１
回
の
乗
車
に
つ
き
４
枚
ま
で

問 

福
祉
総
務
課 

地
域
福
祉
班

 　
☎
30
‐
０
２
３
８

　
養
成
講
座
（
入
門
）
を
受
講
、
ま
た
は
そ

れ
と
同
等
の
知
識
を
持
つ
手
話
学
習
者
向
け

の
手
話
講
座
を
開
催
し
、
手
話
表
現
技
術
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

❖
開
講
式　
５
月
12
日
金 

19
時
～
20
時
45
分

❖
講
座
日
程　
５
月
12
日
金
～
毎
週
金
曜
日 

全
24
回
（
19
時
～
20
時
45
分
）

❖
場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

２
階 

研
修
室

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
定
員　
15
人
程
度

❖
申
込
期
限　
４
月
26
日
水

問 

福
祉
総
務
課 

地
域
福
祉
班 　
☎
30
‐
０
２
３
８

　
市
内
在
住
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
生
理
用

品
の
購
入
が
困
難
な
方
へ
、
相
談
支
援
と
併

せ
て
生
理
用
品
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

❖
相
談
窓
口　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

福
祉

総
務
課 

地
域
福
祉
班

❖
配
付
内
容　
１
カ
月
に
つ
き
、
生
理
用
ナ

プ
キ
ン
30
個
入
り
２
パ
ッ
ク
ま
で

問 

福
祉
総
務
課 

地
域
福
祉
班

 　
☎
30
‐
０
２
３
８

❖
対
象
者　
市
在
住
の
満
80
歳
以
上
の
方
。

※
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方
、
本
人
や
同
居
家
族
が
車
を

使
用
し
て
い
る
方
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
に

入
所
中
の
方
は
対
象
外
で
す
。

❖
交
付
内
容　
1
枚
５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー

券
を
１
カ
月
あ
た
り
２
枚

❖
利
用
方
法　
１
回
の
乗
車
に
つ
き
４
枚
ま
で

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班

 　
☎
30
‐
０
２
３
４

保
険
料
・
保
険
税
の
仮
徴
収

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

な
な
か
ま
ど
カ
ー
ド
事
業

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
）

　
「
国
民
健
康
保
険
税
」「
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
」
は
申
し
出
に
よ
り
、
年
金
の

特
別
徴
収
か
ら
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
市
内
に
支
店
の
あ
る

金
融
機
関
で
利
用
可
能
）。

　
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
行

っ
た
後
、
市
民
課
国
保
医
療
班
で
手
続
き

が
必
要
で
す
。

訪
問
鍼
灸
さ
い
と
う
・
丸
山
鍼
灸
院
・
西

村
鍼
灸
整
骨
院
・
木
村
鍼
灸
治
療
室
・
田

口
治
療
院
・
に
し
む
ら
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
受
療
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
交
付
は
１
人
に
つ
き
年
度
１
回
限
り
で
、

再
交
付
は
し
ま
せ
ん
の
で
紛
失
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

❖
交
付
期
間　
令
和
6
年
３
月
29
日
金
ま
で

❖
対
象
者　
65
歳
以
上
の
市
民

❖
助
成
額　
１
回
の
施
術
に
つ
き
千
円
の
助

成
（
年
度
４
回
ま
で
）

❖
持
参
す
る
も
の　
身
分
証
明
書
（
保
険
証

な
ど
） 

❖
交
付
場
所　
市
民
課
ま
た
は
各
支
所

❖
施
術
を
受
け
ら
れ
る
機
関　

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

受
療
券
の
交
付

4
月
の
献
血
車
訪
問

❖
日
時　
４
月
6
日
木

受
付
時
間

場
所

10
時
45
分
～
11
時
45
分
、

13
時
～
14
時

鹿
角
地
域
振
興
局

15
時
～
16
時
30
分

か
づ
の
厚
生
病
院

認知症カフェの日程
名称 日時・場所

ユニバーサルカ
フェ Y

ゆ と り
UTORI

 ☎ 37-2088
3 日🈷・大湯温泉保養センター
湯都里

オレンジカフェ 
しゃべり～な
 ☎ 30-0103

7 日金・文化の杜交流館コモッ
セ こもれび広場
21 日金・谷内地区市民センター

ぷら～っとカフェ
☎ 23-2165 20 日木・社会福祉協議会

❖時間　9時30分～12時30分時間　9時30分～12時30分
問 あんしん長寿課 介護予防班 ☎30-0103 あんしん長寿課 介護予防班 ☎30-0103

WEB 申込はこちら

市ホームページはこちら

市ホームページは
こちら

　
市
外
の
医
療
機
関
で
の
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
に
も
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お誕生日

子育て・学び information子育て・学び information

花
輪
図
書
館

花
輪
図
書
館
１
０
０
周
年
記
念

「
１
０
０
冊
ブ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
」

　
花
輪
図
書
館
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、
図

書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
読
書
通
帳
を
配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
中
に
、
貸
し
出
し
冊
数

１
０
０
冊
を
達
成
し
た
方
へ
、
先
着
順
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

❖
場
所　
花
輪
図
書
館
・
十
和
田
図
書
館
・
移

動
図
書
館
あ
お
ぞ
ら
ぶ
っ
く
号

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

Café

＆
あ
の
ね
の
日
（
保
健
師
）

　
保
健
師
に
子
育
て
相
談
が
で
き
る
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

❖
日
時　
４
月
6
日
木 

10
時
～
12
時
（
受
付

11
時
ま
で
）

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
、
花
輪
市
民

セ
ン
タ
ー 

和
室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

奏
＆Y

よ

む

よ

む

OM
UYOM

U

＆P

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

YONPYON

の
日

　
触
れ
合
い
遊
び
や
絵
本
の
紹
介
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
体
を
動
か
し
ま
す
。

❖
日
時　
４
月
13
日
木 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

コ
モ
ッ
セ
8
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
か
え
っ
て
き
た
か
え
っ
こ
」

　
か
え
っ
こ
と
は
、
お
金
を
使
わ
な
い
子
ど
も

の
遊
び
で
す
。
モ
ノ
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
、

遊
び
を
通
し
て
、
社
会
の
仕
組
み
を
学
ん
だ
り

環
境
問
題
を
伝
え
た
り
す
る
場
と
し
て
全
国
的

に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
持
っ
て
き
た
お
も
ち
ゃ
を
ポ
イ
ン
ト
に
交
換

し
て
、
会
場
に
集
ま
っ
た
お
も
ち
ゃ
と
交
換
で

き
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
こ
な
く
て
も
、

ワ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が

も
ら
え
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
病
院
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

❖
日
時　
４
月
16
日
日 

9
時
30
分
～
13
時

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

ぺ
た
ぺ
た
＆
ま
ま
と
い
っ
し
ょ

　
親
子
で
身
体
を
思
い
き
り
動
か
し
て
遊
び
ま
す
。

❖
日
時　
４
月
21
日
金 

10
時
30
分
～
12
時

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
の
未
就
学
児
と
そ
の
家
族

❖
定
員　
20
組

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

赤
ち
ゃ
い
く
る
の
日

❖
日
に
ち　
4
月
27
日
木

❖
時
間　

 

10
時
～
18
時

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

❖
対
象　
市
内
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

チ
ャ
レ
ン
ジthe

ス
ポ
ー
ツ

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
挑
戦
！
」

❖
日
時　
4
月
22
日
土 

10
時
～
12
時

❖
場
所　
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク 

ア
リ
ー
ナ

❖
対
象　
市
内
小
学
生

❖
定
員　
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

❖
参
加
費　
１
０
０
円

❖
申
込
方
法　
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
受
付　
4
月
1
日
土 

8
時
30
分
～

問 

児
童
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
23
‐
７
０
２
３
、
☎
23
‐
７
１
８
０

❖場所　福祉保健センター
※体調不良や４月の参加が難しい場合は、ご連絡ください。
問 子育て世代包括支援窓口 PIKE☆ PIKE ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付時間
14日金 3歳児健診 令和元年 12月１日～ 12月 26日生

１２時45分～13時19日水 3～ 4か月児健診 令和 4年 12月生

20日木 １歳６か月児健診 令和 3年 8月 1日～ 8月 22日生

乳幼児の健診カレンダー乳幼児の健診カレンダー

誕生日の思い出に写真を掲載してみませんか。（未就学児のお子さんに限ります）
詳しくは政策企画課 政策推進班（☎ 30-0205）までご連絡ください。

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

児
童
セ
ン
タ
ー

令
和
４
年
３
月
10
日
生
／
十
和
田

父 

拓
也
さ
ん
・
母 

春
菜
さ
ん

令
和
３
年
４
月
29
日
生
／
花
輪

父 

一
さ
ん
・
母 

梨
紗
さ
ん

令
和
２
年
４
月
25
日
生
／
八
幡
平

父 

純
也
さ
ん
・
母 

理
沙
さ
ん

音楽で体を動かすことと、アン
パンマンが大好きです！いつも笑
顔でみんなを癒してくれます♥

手をつないで歩くの大好き！プラ
レールのレールをつなぐのはお手
のものだよ！大好きないちごとキ
メ顔で♥

とにかくとってもおしゃべりな紗
奈！イヤイヤ期もマシンガントー
クでした（笑）3 歳おめでとう！ 

中
なかむら

村 碧
あおい

くん　➊歳

湯
ゆ ぜ

瀬 文
ふ う と

登くん　❷歳

阿
あ べ

部 紗
さ な

奈ちゃん　❸歳

ガ
イ
ド
入
門
講
座
受
講
生
募
集

　
大
湯
環
状
列
石
の
知
識
や
ガ
イ
ド
の
基
礎
を

身
に
付
け
、
来
訪
者
に
遺
跡
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
の
講
座
で
す
。
小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

❖
日
に
ち　
４
月
22
日
土 

❖
時
間　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
講
師　
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
学
芸
員
、

大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
会
員

❖
内
容　
基
礎
講
座
、
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク

ル
館
展
示
ホ
ー
ル
・
遺
跡
案
内
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

❖
定
員　
10
人

❖
申
込
方
法　
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
で
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

問 

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

　

 

☎
37
‐
３
８
２
２

コ
モ
ッ
セ
バ
ー
ス
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
３
Ｃ
（
チ
ェ
ン
ジ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

❖
日
時　
４
月
16
日
日 
9
時
30
分
～
13
時

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

❖
内
容　
展
示
や
発
電
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

行
い
ま
す
。

※
申
込
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問 

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　

 

☎
30
‐
１
５
０
４

企
画
展
「
朝
ド
ラ
の
主
人
公
」

❖
期
間　
４
月
11
日
火
～
5
月
28
日
日

❖
場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館 

特
別
展
示
室

❖
内
容　
「
雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
」
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
馬
淵
テ
フ
子
、「
ら

ん
ま
ん
」
の
モ
デ
ル
で
植
物
採
取
の
た
め
八
幡

平
を
訪
れ
た
植
物
学
者
牧
野
富
太
郎
を
紹
介
し

ま
す
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館 

☎
22
‐
７
２
８
８

特
別
展
示
「
諏す

わ
 
と
み
た

訪
冨
多
」

❖
期
間　
令
和
6
年
３
月
10
日
日
ま
で

❖
内
容　
地
域
産
業
や
観
光
振
興
に
貢
献
し
た

東
北
有
数
の
文
化
人
「
諏
訪
冨
多
」
を
取
り
上

げ
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
短
歌
や
俳
句
、

漢
詩
な
ど
の
才
能
が
あ
り
、
文
化
人
と
し
て
多

く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
ほ
か
、
大
湯
環
状
列

石
の
調
査
や
保
存
に
尽
力
し
、
特
別
史
跡
へ
と

導
い
た
軌
跡
も
紹
介
し
ま
す
。

問 

先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

T

ト
ワ
ダ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ow
adaG

allery

第
84
弾

「
上
手
す
ぎ
る
！
折
紙
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

❖
期
間　
4
月
８
日
土
～
30
日
日

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

2
階 

講
座
室

❖
内
容　
個
人
制
作
の
折
紙
作
品
の
ほ
か
、
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
し
ゃ
べ
り
～

な
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
制

作
し
た
ひ
か
り
と
り
紙
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
お
は
な
し
会

❖
日
時　
4
月
9
日
日 

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

児
童
室

❖
内
容　
イ
ー
ス
タ
ー
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

郷
土
を
語
る
会

❖
日
時　
4
月
21
日
金 

14
時
～
16
時

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

２
階 

講
座
室

❖
講
師　
阿
部 

正
記
氏

❖
内
容　
伊
藤
家
「
御
年
代
記
」
を
読
み
進
め

ま
す
。

古
典
読
書
講
座

❖
日
時　
4
月
22
日
土 

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

２
階 

講
座
室

❖
講
師　
小
田
島 

哲
夫
氏

❖
内
容　
令
和
5
年
度
の
開
講
式
を
行
い
、「
源

氏
物
語
」
を
読
み
進
め
ま
す
。

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

十
和
田
図
書
館

先
人
顕
彰
館

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

歴
史
民
俗
資
料
館

❖
日
に
ち　
4
月
10
日
月

❖
時
間　
7
時
15
分
～
8
時

※
各
地
域
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ
て
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

春
の
声
か
け
運
動
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

子育て・学び information

開
館
時
間
（
4
月
～
10
月
）

❖
開
館
時
間　
9
時
～
18
時

※
4
月
か
ら
10
月
は
無
休
。

遺
跡
の
公
開

❖
期
間　
4
月
15
日
土
～
11
月
19
日
日

❖
時
間　
9
時
～
17
時
30
分

※
積
雪
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
。
最
新
情

報
は
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

開
館
時
間
と
遺
跡
の
公
開

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

　今年度の乳幼児健診日程は「健康づくりガイド」に記載しています。併せてご確認ください。

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
こ
ち
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
２
２

情
報
の
広
場

情
報
の
広
場

2023年 4月号23 KAZUNO CITY 2023年 4月号 22KAZUNO CITY

　
花
輪
大
堰
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の

た
め
、
流
水
を
止
め
ま
す
の
で
、
火

気
の
取
り
扱
い
に
十
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
部
の
道
路
で

通
行
止
め
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時
：
４
月
15
日
土 

5
時
～
16
時

問
農
地
林
務
課 

農
地
整
備
班

☎
30
‐
０
２
４
６

　
市
民
農
園
を
利
用
し
て
、
農
作
物

を
育
て
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

提
供
場
所
：
花
輪
字
下
川
原
地
内

区
画
面
積
：
46
～
97
㎡
（
11
区
画
）

利
用
期
間
：
令
和
6
年
3
月
31
日
日

ま
で

利
用
料
金
：
1
区
画
千
円
（
年
間
）

申
込
締
切
：
６
月
30
日
金

※
申
込
状
況
に
よ
り
、
抽
選
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
農
地
林
務
課 

農
地
整
備
班

☎
30
‐
０
２
４
６

オ
ー
プ
ン
日
：
4
月
22
日
土
（
積
雪

の
状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
あ
り
）

※
オ
ー
プ
ン
初
日
は
、
プ
レ
ー
料
金

が
無
料
で
す
。

問
総
合
運
動
公
園
ア
ル
パ
ス

☎
23
‐
８
０
０
０

　
県
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

向
け
て
、
節
電
効
果
が
大
き
い
省
エ

ネ
家
電
（
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
）
の

購
入
を
応
援
し
ま
す
。

対
象
：
参
加
店
舗
で
対
象
商
品
を
購

入
し
、
設
置
し
た
世
帯

交
付
内
容
：
１
台
あ
た
り
最
大
２
万

円
相
当
の
商
品
券
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
ポ
イ
ン
ト
な
ど

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
コ

ン
テ
ン
ツ
番
号
７
０
７
３
６
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
秋
田
県 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

☎
０
１
８
‐
８
０
３
‐
６
８
６
３

実
施
期
間
：
4
月
2
日
日
～
8
日
土

期
間
中
の
行
事

２
日
日 

6
時
～
：
火
災
想
定
訓
練

（
市
役
所
周
辺
）
／
8
時
30
分
～
11

時
：
防
火
パ
レ
ー
ド
（
市
内
全
域
）

２
日
日
～
８
日
土

７
時
：
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
／
19
時
：
打

鐘
ま
た
は
車
両
に
よ
る
警
鐘
／
火
災

予
防
巡
回
、
消
防
団
機
械
器
具
点
検

問
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

警
防
予
防
課　
☎
22
‐
７
３
２
５

　
野
焼
き
や
ゴ
ミ
焼
き
は
、
地
域
で

の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
火
災
の
危
険
性
を
高
め
る
た

め
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
の
火
が
周
囲
に
広
が
る
火

災
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
建
物
に

燃
え
移
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

例
外
的
に
焼
却
を
行
う
場
合
で

あ
っ
て
も
、
消
防
署
に
「
火
災
と
ま

ぎ
ら
わ
し
い
行
為
の
届
出
」
が
必
要

で
す
。

問
（
届
出
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
）

鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
署

予
防
班 

☎
23
‐
４
９
７
５

（
通
報
な
ど
）

鹿
角
警
察
署 

生
活
安
全
課

☎
23
‐
３
３
２
１

陸
海
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

応
募
資
格
：

一
般
：
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

②
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
（
短
大

を
除
く
大
卒
（
見
込
含
む
））

③
修
士
課
程
修
了
者
な
ど
は
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
者

歯
科：20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者（
大

卒
（
見
込
含
む
））

薬
剤
科
：
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

（
大
卒
（
見
込
含
む
））

受
付
期
間
：
４
月
14
日
金
ま
で

試
験
期
日
：
４
月
22
日
土
、
23
日
日

（
23
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
） 

陸
海
空
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末

日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間
：
５
月
9
日
火
ま
で

試
験
期
日
：
５
月
19
日
金
～
28
日
日

※
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

※
候
補
生
試
験
の
会
場
は
、
い
ず
れ

も
秋
田
市
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大

館
出
張
所
（
大
館
市
字
中
町
５
番
地 

旧
正
札
竹
村
ビ
ル
３
Ｆ
）

☎
０
１
８
６
‐
42
‐
１
３
９
８

日
に
ち
：
4
月
3
日
🈷
、
17
日
🈷

時
間
：
18
時
～
19
時

場
所
：
鹿
角
市
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

対
象
：
幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児

～
小
学
２
年
生

持
ち
物
：
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

参
加
費
：
無
料

問
鹿
角
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
橋
場
）

☎
０
９
０
‐
５
２
３
６
‐
０
７
１
０

日
時
：
4
月
8
日
土
～
9
月
16
日
土

の
毎
週
土
曜
日 

10
時
～
11
時

場
所
：
福
祉
プ
ラ
ザ
（
花
輪
駅
前
い

と
く
隣
り
）

内
容
：
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の

簡
単
な
読
み
書
き
と
計
算
、
笑
顔
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
物
忘
れ

を
予
防
し
ま
す
。

教
材
費
：
月
額
２
４
０
０
円
（
自
宅

で
取
り
組
む
教
材
を
含
む
）

開
講
式

日
時
：
4
月
8
日
土 

10
時
～

※
開
講
式
終
了
後
1
回
目
の
学
習
を

開
始
し
ま
す
。
見
学
や
期
間
途
中
か

ら
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

問
東
恵
園
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
な
わ
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
（
田
中
）

☎
22
‐
４
０
８
０

　

■ 出張年金相談（鷹巣年金事務所）
相談日：４月5 日水、12 日水、19 日水、
26 日水／相談場所：市役所１・２会議室
／開設時間：9 時 30 分～12 時、13 時～
15 時30 分 ＊相談日の１カ月前から前日ま
でに鷹巣年金事務所への予約が必要です。
基礎年金番号のわかる年金手帳や年金証
書をご準備の上、電話で予約してください。
問鷹巣年金事務所 お客様相談室
☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）
相談日：4 月11日火／相談場所：市役所
会議室 ／開設時間：13 時 30 分～16 時
問生活環境課 コミュニティ推進班 ☎ 30-0202

■無料相続・登記相談（司法書士）
相談日：4 月18 日火／相談場所：交流
センター ／開設時間：13 時 30 分～15
時 30 分 ＊前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎30-0258

■ 無料弁護士相談（秋田弁護士会）
①相談日：4 月 13 日木／相談場所：
交流センター／開設時間：13 時 30
分～ 16 時／担当：山口 謙治弁護士
②相談日：4 月 27 日木／相談場所：
交流センター／開設時間：13 時 30
分～ 16 時／担当：緑川 正樹弁護士
＊どちらも前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎30-0258

今月の相談日程

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
や
困

り
ご
と
を
解
決
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
に

限
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
：
4
月
23
日
日 

13
時
30
分
～

15
時

場
所
：
関
善
賑
わ
い
屋
敷

定
員
：
10
人
程
度

申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

氏
名
・
年
齢
・
お
持
ち
の
場
合
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
種
類
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
鹿
角
・
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト

鹿
角 

☎
30
‐
１
０
５
９

E-m
ail

：ink@
ink.or.jp

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

地
域
見
学
な
ど
、
夏
休
み
中
に
海
外

で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

対
象
：
小
学
3
年
生
～
高
校
3
年
生

日
程
：
7
月
24
日
月
～
8
月
14
日
月

※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
日
程
や
参
加
費

な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人 

国
際
青
少
年
研

修
協
会

☎
03
‐
６
８
２
５
‐
３
１
３
０

E-m
ail

：info@
kskk.or.jp

す
し
料
理
・
中
国
料
理
・
給
食
用
特

殊
料
理

受
付
期
間
：
５
月
8
日
月
ま
で

実
技
試
験
問
題
公
表
お
よ
び
受
験
票

の
発
送
：
７
月
3
日
月

実
技
試
験
日
：
７
月
30
日
日
～
8
月

19
日
土
の
間
で
指
定
す
る
日

学
科
試
験
日
：
８
月
2
日
水

合
格
発
表
：
９
月
29
日
金

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人 

調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー

☎
03
‐
３
６
６
７
‐
１
８
６
７

日
に
ち
・
時
間
：
4
月
29
日
土
、
5
月

14
日
日
、
28
日
日
・
10
時
～
11
時
30
分

場
所
：
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修

室
2
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

問
鹿
角
子
ど
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
長
内
）

☎
０
９
０
‐
５
１
８
３
‐
５
９
８
６

花
輪
大
堰
の
流
水
停
止

自
衛
官
採
用
試
験

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

職
員
採
用
試
験

か
づ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
公
園

の
オ
ー
プ
ン

あ
き
た
省
エ
ネ
家
電
購
入
応

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室

春
の
火
災
予
防
運
動

野
焼
き
・
ゴ
ミ
焼
き
は
禁
止

で
す

市
民
農
園
利
用
者
募
集

不
動
産
管
理
に
関
す
る
制
度

の
改
正
・
新
法
施
行

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験

鹿
角
子
ど
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

受
験
資
格
：
令
和
6
年
3
月
に
4
年

制
大
学
卒
業
見
込
み
ま
た
は
、
大
学

卒
業
後
3
年
以
内
の
者

受
付
期
間
：
4
月
17
日
🈷
～
５
月
18

日
木 

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
祝
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
、
5
月
18
日
木
必

着第
１
次
試
験

試
験
日
：
6
月
24
日
土

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
８
６
４

　
４
月
１
日
か
ら
不
動
産
の
管
理
に

関
す
る
制
度
が
改
正
さ
れ
、
27
日
か

ら
新
し
い
法
律
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
「
空
き
地
が
放
置
さ
れ
迷
惑
し
て

い
る
」「
空
き
地
を
取
得
し
た
い
」

な
ど
お
考
え
の
方
は
、
手
続
き
が
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
相
続
放

棄
を
お
考
え
の
方
は
「
相
続
等
に
よ

り
取
得
し
た
土
地
所
有
権
の
国
庫
へ

の
帰
属
に
関
す
る
法
律
」
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

問
秋
田
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

大

館
能
代
支
部
（
嘉
成
）

☎
０
１
８
６
‐
42
‐
８
２
２
６

収集日 地区 集積箱設置

4 月16 日日

花 輪
菅原電気店舗脇／福祉保健センター第一駐車場車庫隣／ア
メニティ倶楽部ハウス東側駐車場脇／乳牛自治会館玄関脇
／交流センター玄関脇／旧アニモ A コープ柴平店玄関脇／
柴平地域活動センター玄関脇

八幡平
青沢商店自販機脇（坂比平）／谷内地区市民センター玄関
脇／湯瀬ふれあいセンター機械室入口／旧八幡平市民セン
ター玄関脇／大里自治会館玄関脇／長内集会施設前／松館
奈良商店三叉路ごみ集積所脇

尾去沢 尾去沢市民センター玄関脇／駒ヶ峯施設工業事業所玄関脇

４月23 日日 十和田

松山自治会館玄関脇／第 14 分団番屋脇（松ノ木）／錦木
地区市民センター玄関脇／ JA 産直センター「おらほの市
場」入口脇／十和田市民センター萱町側出入口／下芦名沢
自治会館玄関脇／柳沢商店脇（中滝）／箒畑自治会館玄関
脇／フォーラムゆぜ玄関脇／大湯地区市民センター体育館
玄関脇／ストーンサークル館事務所入口／草木地域活動セ
ンター脇／小舘電気商会入口

▶ 出し方の注意点
❶テープなどでの巻き付けはしないでください。 
❷蛍光管を入れた箱や袋はお持ち帰りください。 
❸事業所から排出されたものは対象外です。
❹ LED 蛍光管・電球や白熱電球、豆電球、グローランプは不燃ごみに出してください。

問 鹿角広域行政組合
    ☎ 22-2611

春の廃蛍光管収集
　集積箱設置場所は次のとおりです。朝 8 時 30 分までに出してください。

シ
ニ
ア
ス
マ
ホ
生
活
向
上
講
座

あ
た
ま
の
生
き
活
き
教
室

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業



　
震
災
の
少
し
後
、
津
波
で
家
を
流
さ
れ

た
人
を
訪
ね
、
流
さ
れ
る
前
の
家
の
写
真

を
売
る
業
者
が
い
ま
し
た
。
航
空
写
真
を

引
き
伸
ば
し
、
額
に
入
れ
て
６
万
円
。
値

段
も
気
に
な
り
ま
す
が
、
売
り
方
の
点
か

ら
こ
の
写
真
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
誰
に
誘
わ
れ
る
で
も
な
く
自
分
の
方
か

ら
お
店
に
行
く
場
合
は
「
ち
ゃ
ん
と
し
た

会
社
？
」「
高
い
？
」
な
ど
、
評
判
や
他

の
客
の
反
応
を
見
な
が
ら
、
何
日
で
も
考

え
て
、買
う
か
ど
う
か
を
決
め
ら
れ
ま
す
。　
　

　
で
も
、
例
え
ば
、
仮
設
住
宅
で
寂
し
く

し
て
い
た
ら
、
素
敵
な
販
売
員
が
訪
ね
て

来
て
、
何
日
も
身
の
上
話
を
聞
い
て
く
れ

た
の
で
嬉
し
く
な
っ
て
、
つ
い
買
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
な
い
で
す
か
【
訪
問
販
売
】。

　

友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
店
に
連
れ
ら
れ
、

高
い
と
思
う
け
ど
友
人
に
悪
い
か
ら
と
仕

方
な
く
買
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
あ
る
い
は

「
３
人
の
友
人
に
売
っ
て
く
れ
れ
ば
あ
な

た
の
写
真
は
半
額
に
す
る
」
と
言
わ
れ
て

喜
ん
で
契
約
し
た
り
【
連
鎖
販
売
取
引
】。

　
業
者
の
電
話
が
し
つ
こ
い
の
で
、
思
い

出
に
６
万
円
な
ら
い
い
か
、
と
根
負
け
し

て
買
っ
て
み
た
り
【
電
話
勧
誘
販
売
】。

　

先
述
の
【 

】
で
囲
ん
だ
よ
う
な
取
引

方
法
は
、
だ
ま
さ
れ
て
買
っ
て
し
ま
う
危

険
性
が
高
い
の
で
『
特
定
商
取
引
法
』
と

い
う
法
律
が
規
制
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、「
最
終
的
に
は
販
売
す
る
目
的
」
な

の
に
そ
れ
を
言
わ
な
い
で
声
を
掛
け
、
勧

誘
し
、来
訪
を
求
め
る
こ
と
は
違
法
で
す
。

見
る
だ
け
無
料
、
聞
く
だ
け
無
料
と
思
っ

て
い
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
密
室
で
契
約

さ
せ
ら
れ
た
！
と
い
う
状
況
を
防
ぐ
趣
旨

で
す
。

　
自
分
は
お
金
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
！
と

も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。「
月
３
千
円
で
い

い
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
、
百
万
円
単
位
の

ロ
ー
ン
を
組
ま
さ
れ
た
事
例
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
販
売
方
法
に
貴き

せ
ん賤
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
人
目
に
つ
か
な
い
状
況

や
、
偽
り
の
人
間
関
係
、
誤
解
を
あ
え
て

作
り
出
す
こ
と
で
、
違
法
に
暴
利
を
得
る

業
者
も
山
ほ
ど
い
ま
す
。
あ
な
た
の
本
当

の
友
人
は
、
だ
ま
さ
れ
て
な
い
で
す
か
。

法の広場 問 法テラス鹿角法律事務所 ☎ 050-3383-1416

所在地
花輪字下花輪 50 番地
福祉保健センター内（２Ｆ）
相談受付時間
9 時～ 17 時 30 分
※要予約

法テラス鹿角法律事務所

お
金
の
は
な
し
②

志賀 貴光 弁護士
Takamitsu Shiga

集
落
支
援
員
活
動
事
業

　
集
落
支
援
員
が
、
自
治
会
の
「
状
況

調
査
」
を
行
い
、
調
査
結
果
を
基
に
自

治
会
の
現
状
や
課
題
、
将
来
の
自
治
会

像
な
ど
に
つ
い
て
自
治
会
と
共
に
「
話

し
合
い
」
を
進
め
、
「
活
性
化
活
動
」

へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　
小
規
模
な
自
治
会
（
お
お
む
ね
50
世

帯
以
下
）
を
中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

活
用
を
検
討
さ
れ
る
自
治
会
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
八
幡
平
地
区
の
「
永
田
自
治
会
」
に

お
け
る
、
集
落
支
援
員
活
動
事
業
と
市

の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

取
組
内
容

　
地
域
内
に
あ
る
湧
水
は
、
先
祖
代
々
、

飲
料
水
の
ほ
か
、
野
菜
の
洗
い
場
、
地

域
の
集
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
水
槽
や
水
汲
み
場
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
、
自
治
会
内

で
問
題
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
集
落
支

援
員
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
水
槽
の

取
り
換
え
工
事
と
屋
根
の
設
置
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

永
田
自
治
会
長
か
ら

　
集
落
活
動
応
援
事
業
費
補
助
金
を
活

用
し
、
湧
水
の
水
槽
取
り
換
え
工
事
と

屋
根
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
水
槽
が
野
ざ
ら
し
で
し

た
が
、
屋
根
の
設
置
に
よ
り
、
衛
生
的

で
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
と
、
地
域
住

民
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
今
後
も
自
治
会
員
の
憩
い
の
場
と
し

て
大
切
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

永
田
自
治
会
の
取
り
組
み

集落支援員活動事業報告

◉市役所

永田自治会
29 世帯
約 80 人

問 生活環境課 コミュニティ推進班 ☎ 30-0202

地元企業を紹介

会社概要会社概要
　主に市内で土木・管工事を行っており、道路や橋の　主に市内で土木・管工事を行っており、道路や橋の
新設、河川の護岸工事、住宅の給排水設備工事、冬に新設、河川の護岸工事、住宅の給排水設備工事、冬に
は除雪作業も行っています。さまざまな工事に対応すは除雪作業も行っています。さまざまな工事に対応す
るため、社員に土木施工管理技士や車両系建設機械、るため、社員に土木施工管理技士や車両系建設機械、
移動式クレーンなどの資格取得を勧め、能力の向上に移動式クレーンなどの資格取得を勧め、能力の向上に
取り組んでいます。取り組んでいます。
　完全週休２日制や時間単位での有給取得など、働き　完全週休２日制や時間単位での有給取得など、働き
やすい環境の整備に努めています。やすい環境の整備に努めています。

問問 市民課 国保医療班 ☎30-0222、（骨密度＆ナトカリ測定会）すこやか子育て課 健康づくり班 ☎30-0119 市民課 国保医療班 ☎30-0222、（骨密度＆ナトカリ測定会）すこやか子育て課 健康づくり班 ☎30-0119

代表から代表から
　　八幡平湯瀬地区の道路工事や八幡平湯瀬地区の道路工事や
小豆沢地区の砂防工事などを実小豆沢地区の砂防工事などを実
施しており、地域に永く残る構施しており、地域に永く残る構
造物を造っています。現在の社造物を造っています。現在の社
員は32人で、24歳から70歳まで員は32人で、24歳から70歳まで
の幅広い年代の社員がおり、さの幅広い年代の社員がおり、さ
まざまな技能や資格を持ち仕事まざまな技能や資格を持ち仕事
をしています。をしています。
　私たちと一緒に『ものづくり』を　私たちと一緒に『ものづくり』を
してみませんか。天候に左右されたり、体力的にきつい仕してみませんか。天候に左右されたり、体力的にきつい仕
事もありますが、「生きた証が残る」素晴らしい仕事です。事もありますが、「生きた証が残る」素晴らしい仕事です。
資格取得や重機に興味がある方など、共に頑張ってくれる資格取得や重機に興味がある方など、共に頑張ってくれる
人材を待っています。人材を待っています。

株式会社 新東組
グッジ ブ 鹿角グッジ ブ 鹿角

代表取締役代表取締役
佐藤 佐藤 弘弘

こ う きこ う き
毅毅さんさん

児玉 渉児玉 渉さんさん
　　自分が機器を取り付けた時に、自分が機器を取り付けた時に、
お客さんがすごく喜んでくれて、お客さんがすごく喜んでくれて、
嬉しかったです。嬉しかったです。
　毎年６月に、小学校の子ども　毎年６月に、小学校の子ども
たちが会社の壁に絵を描いてくたちが会社の壁に絵を描いてく
れ、それを見るとカラフルで元れ、それを見るとカラフルで元
気が出ます。気が出ます。

所在地：八幡平字永代地 50所在地：八幡平字永代地 50
設立：昭和 46 年設立：昭和 46 年
代表取締役：佐藤 弘毅代表取締役：佐藤 弘毅
連絡先：☎ 32-2222連絡先：☎ 32-2222

若手社員の会社自慢若手社員の会社自慢

①
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

　
　
簡
単
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

②
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

　
　
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
凝
り
固
ま
っ

た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

③
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
（
ウ
イ
ン
プ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

　
　
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
や
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
す
。

④
コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

　
　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
無
理
の
な
い
運
動
で
全
身
を

柔
ら
か
く
し
ま
す
。

⑤
ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室
（
く
び
れ
て
み
ヨ
～
ガ
）

　
　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
で
自
分
の
体
と
向
き

合
え
ま
す
。

⑥
浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室
（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

　
　
イ
ス
を
使
い
な
が
ら
無
理
の
な
い
運
動
を
し

ま
す
。

⑦
ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

　
　
筋
力
が
少
し
ア
ッ
プ
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
健
康
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
体
に
負
担
の
少
な
い
運
動
を

講
師
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、骨
密
度
と
ナ
ト
カ
リ
比
の
測
定
会
も
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、骨
密
度
と
ナ
ト
カ
リ
比
の
測
定
会
も
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
日
程
は
、
毎
月
の
広
報
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

　
開
催
日
程
は
、
毎
月
の
広
報
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

せ
ん
か
。

せ
ん
か
。

健
康
づ
く
り
事
業

健
康
運
動
教
室

骨
密
度
測
定
会
＆

ナ
ト
カ
リ
比
測
定
会

◎
骨
密
度
測
定

◎
骨
密
度
測
定

　
　
機
器
で
く
る
ぶ
し
に
超
音
波

　
　
機
器
で
く
る
ぶ
し
に
超
音
波

を
当
て
、
骨
密
度
を
測
定
す
る

を
当
て
、
骨
密
度
を
測
定
す
る

こ
と
で
、
現
在
の
骨
の
状
態
が

こ
と
で
、
現
在
の
骨
の
状
態
が

分
か
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
測

分
か
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
測

定
可
能
で
す
。

定
可
能
で
す
。

◎
ナ
ト
カ
リ
比
測
定

◎
ナ
ト
カ
リ
比
測
定

　
　
採
尿
に
よ
り
、
尿
中
の
ナ
ト

　
　
採
尿
に
よ
り
、
尿
中
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
（
塩
分
）
と
カ
リ
ウ
ム

リ
ウ
ム
（
塩
分
）
と
カ
リ
ウ
ム

の
比
率
を
測
定
す
る
こ
と
で
、

の
比
率
を
測
定
す
る
こ
と
で
、

塩
分
の
摂
取
状
況
が
分
か
り
ま

塩
分
の
摂
取
状
況
が
分
か
り
ま

す
。
す
。

◎
そ
の
他
の
測
定

◎
そ
の
他
の
測
定

　
　
ご
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
濃

　
　
ご
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
濃

度
チ
ェ
ッ
ク
や
ベ
ジ
メ
ー
タ
ー

度
チ
ェ
ッ
ク
や
ベ
ジ
メ
ー
タ
ー

に
よ
る
野
菜
摂
取
量
の
測
定
も

に
よ
る
野
菜
摂
取
量
の
測
定
も

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

　
会
場
内
で
栄
養
士
や
保
健
師
が

　
会
場
内
で
栄
養
士
や
保
健
師
が

測
定
結
果
を
説
明
し
ま
す
の
で
、

測
定
結
果
を
説
明
し
ま
す
の
で
、

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。
い
。
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4 月の行事予定（在宅当番医）
カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17
時
～
20
時
、
土
曜
は
14
時
～
17
時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30
分
～
17
時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday
1

本田医院
☎ 35-3002

2 3 4 5 6 7 8

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

大里医院
☎ 22-1251

三ヶ田医院
☎ 31-1231

鹿角中央病院
☎ 23-4131

本田医院
☎ 35-3002

小坂町診療所
☎29-5500

9 10 11 12 13 14 15

かづの厚生病院
☎ 23-2111

なかのクリニック
☎ 22-7335

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

本田医院
☎ 35-3002

小坂町診療所
☎29-5500

三ヶ田医院
☎ 31-1231

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

16 17 18 19 20 21 22

鹿角中央病院
☎ 23-4131

大里医院
☎ 22-1251

福永医院
☎ 35-3117

なかのクリニック
☎ 22-7335

鹿角中央病院
☎ 23-4131

いけがみクリニック
☎ 30-0111

福永医院
☎ 35-3117

23 24 25 26 27 28 29 昭和の日

かづの厚生病院
☎ 23-2111

30
小坂町診療所
☎29-5500

大里医院
☎ 22-1251

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

本田医院
☎ 35-3002

鹿角中央病院
☎ 23-4131

三ヶ田医院
☎ 31-1231

福永医院
☎ 35-3117

桜の開花を待ちながら。今月の新刊。今月の新刊。

　クラシックやロック
ンロール、オペラなど
の一般的な音楽だけで
なく、自然の音や動物
の鳴き声など、あらゆ
る分野から「音」に関
する情報を集めた一冊。

（花輪）

　「記憶にございませ
ん」「遺憾に思う」など、
政治家や官僚の発する
言葉を「国会話法」と
名付け、徹底分析し可
視化しています。有権
者として政治への意識
を研ぎ澄ます一冊。（花
輪）

　頭痛やイライラ、不
眠など、身近で手軽な
飲む薬膳「お茶」で心
身の不調を改善します。
一日一杯のお茶で自分
をいたわってみません
か。（十和田）

　成年年齢が 18 歳に
引き下げられたけど、
何ができて、何ができ
ないのか分からない方
へ、18 歳が得られる
権利や義務について分
かりやすく解説した一
冊。（十和田）

音楽について知っておくべき100 のこと
竹内 薫　監訳（小学館）

国会話法の正体 政界に巣くう怪しいレトリック
藤井 青銅　著（柏書房）

お茶でゆる～り セルフケア大全
ロン毛メガネ　著（大和出版）

18 歳から「大人」？ 
成人にできることできないこと
18 歳から「大人」？編集委員会　編著 （汐文社）

「あおぞらぶっく号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫
○八幡平コース
　4 日火・18 日火
○花輪コース
　6 日木・20 日木
○尾去沢コース
　7 日金・21 日金
○毛馬内コース
　11 日火・25 日火
○大湯①コース
　13 日木・27 日木
○大湯②コース
　14 日金・28 日金

問問  花輪図書館（コモッセ内）☎23花輪図書館（コモッセ内）☎23－－44714471
十和田図書館 ☎35十和田図書館 ☎35－－32393239

人口と世帯（令和５年2月末現在）

男性：13,426 人

合計：28,329 人
（12,570世帯）

女性：14,903 人

ECO&LIFE

シルバーリハビリ体操シルバーリハビリ体操
住民主体

型介護予防　みんなで広めよう

　道具を使わず、いつでも、どこでも、ひとりでも
できる介護予防体操・シルバーリハビリ体操を紹介
します。
問 あんしん長寿課 介護予防班 ☎ 30-0103

モ
デ
ル
： 

高
橋 

睦
子
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

2
級
指
導
士
）

手
順

①
足
を
肩
幅
に
開
き
、
ま
っ

す
ぐ
立
ち
ま
す
。

②
背
筋
を
伸
ば
し
た
ま
ま
、

真
下
に
沈
み
込
む
よ
う
に
、

4
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り

膝
を
曲
げ
、
４
秒
か
け
て

ゆ
っ
く
り
膝
を
伸
ば
し
ま

す
。

③
こ
れ
を
４
回
繰
り
返
し
ま

す
。

膝
の
周
り
の
力
を
強
く
す
る

膝
痛
予
防
の
体
操

立
位
で
膝
の
曲
げ
伸
ば
し

※マスクと水分補給用の飲み物をご準備ください。体調が悪い
場合は参加をお控えください。

今月のシルリハ体操教室
❖時間　13時30分～14時30分

日にち 場所
3 日🈷、20 日木  尾去沢市民センター
6 日木 、19 日水 福祉保健センター
7 日金、21日金 大湯温泉保養センター 湯都里

11日火、25 日火 十和田市民センター
13 日木 、27 日木 八幡平市民センター

●膝を曲げるときに前かがみになっ
たり、反り返ったりしないように
気を付けましょう！

ここがポイントここがポイント

体操を動画で見ることが
できます。市ホームペー
ジはこちら

①②③

問問 生活環境課 環境推進班 ☎ 30-0224
快
適
な
暮
ら
し
の
情
報

ECO

新
入
学
・
入
園
シ
ー
ズ
ン

新
入
学
・
入
園
シ
ー
ズ
ン

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
事
故
ゼ
ロ
へ

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
事
故
ゼ
ロ
へ

新
入
学（
園
）期
の
交
通
安
全
運
動

新
入
学（
園
）期
の
交
通
安
全
運
動

❖
期
間　
４
月
６
日
木
～

期
間　
４
月
６
日
木
～
1212
日
水
日
水

　
４
月
の
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
不

　
４
月
の
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
不

慣
れ
な
通
学
路
を
通
い
始
め
た
子
ど
も

慣
れ
な
通
学
路
を
通
い
始
め
た
子
ど
も

た
ち
が
被
害
者
と
な
る
交
通
事
故
が

た
ち
が
被
害
者
と
な
る
交
通
事
故
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

心
配
さ
れ
ま
す
。
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
家
庭
で

う
に
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
家
庭
で

再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者

再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者

も
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、
歩
行
者
や

も
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
、
歩
行
者
や

他
の
車
両
に
対
し
て
思
い
や
り
や
ゆ
ず

他
の
車
両
に
対
し
て
思
い
や
り
や
ゆ
ず

り
合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
通
行
し
ま

り
合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
通
行
し
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

自
転
車
の
安
全
利
用
推
進
運
動

自
転
車
の
安
全
利
用
推
進
運
動

　
雪
が
解
け
、
自
転
車
の
利
用
が
増
え

　
雪
が
解
け
、
自
転
車
の
利
用
が
増
え

る
４
月
・
５
月
は
、「
自
転
車
の
安
全
利

る
４
月
・
５
月
は
、「
自
転
車
の
安
全
利

用
推
進
運
動
」
の
強
調
期
間
で
す
。

用
推
進
運
動
」
の
強
調
期
間
で
す
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
歩

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
歩

道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

を
守
っ
て
、
安
全
確
認

を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用  
※※

　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
た
め
、
交
通

　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
た
め
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
自
転
車
乗
車
前
に
ブ

ル
ー
ル
を
守
り
、
自
転
車
乗
車
前
に
ブ

レ
ー
キ
・
ハ
ン
ド
ル
・
ラ
イ
ト
・
タ
イ
ヤ

レ
ー
キ
・
ハ
ン
ド
ル
・
ラ
イ
ト
・
タ
イ
ヤ

な
ど
を
点
検
す
る
ほ
か
、
定
期
的
に
整

な
ど
を
点
検
す
る
ほ
か
、
定
期
的
に
整

備
士
に
よ
る
点
検
・
整
備
も
受
け
ま
し
ょ

備
士
に
よ
る
点
検
・
整
備
も
受
け
ま
し
ょ

う
。
う
。

　
ま
た
、
秋
田
県
で
は
自
転
車
損
害
賠

　
ま
た
、
秋
田
県
で
は
自
転
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
付

償
責
任
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
利
用
中
の

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
利
用
中
の

交
通
事
故
で
の
損
害
補
償
の
た
め
、
自

交
通
事
故
で
の
損
害
補
償
の
た
め
、
自

転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
な
ど
に
必
ず

転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
な
ど
に
必
ず

加
入
し
ま
し
ょ
う
。
既
に
加
入
さ
れ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。
既
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
も
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
の
期
限
や
そ
の

い
る
方
も
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
の
期
限
や
そ
の

他
の
保
険
へ
の
加
入
状
況
を
し
っ
か
り

他
の
保
険
へ
の
加
入
状
況
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

※
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
44
月月
11

日
か
ら
、
す
べ
て
の
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル

日
か
ら
、
す
べ
て
の
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。

毎
月
毎
月
1515
日日

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
日

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
日

44
月月
1515
日日

自
転
車
安
全
確
認
の
日

自
転
車
安
全
確
認
の
日

■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

■無料総合相談

■無料相続・登記相談

■出張年金相談

■出張年金相談
■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
湯都里

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
湯都里

■出張年金相談

■出張年金相談

アスピーテライン開通

下川原駒踊り

松館天満宮
三台山獅子大権現舞

※在宅当番医は変更になる場合
がありますので、事前に電話ま
たは市ホームページでご確認く
ださい。

テレフォン病院 24　　
医師・看護師などが、健康や介護
に関する相談をお聞きします。
☎ 0120-959-783
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植
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し
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